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史上最悪のドタキャン








　ある日、あるときを境に人生が一変する。それは誰もが経験する可能性のあるもの。

　でも、たいていの人は自分がそんな目に遭うなんて想像もせず、遭遇してはじめてその理不尽さに愕然とする。

　音おと羽わひまりもそのひとり。彼女は目の前に座る上司、宝ほう生しょう尊たけるにある報告をしていた。

　ビルの二十階にあるミーティングルームは、エアコンから吐き出される冷え冷えとした風のおかげで七月の湿気を含んだ外の暑さをものともしない。

　少し寒いなと余計なことを考えられるくらいひまりは冷静だった。いや、そうならざるを得ないと言うほうが正しいかもしれない。

「今、なんて言った？」

　尊が困惑したように聞き返す。

　切れ長で黒目がちの目は細められ、美しい顔立ちが険しさで歪む。整えられた理知的な眉に、さらりとした黒髪が落ちた。

「結婚がなくなったんです。破談になりました」

　まるで業務上の報告みたいに淡々と告げる。そうしないと自分が惨めでならない。

「室長には結婚式でスピーチもお願いしていたのに、突然こんな事態になり申し訳ありません」

　頭を深く下げ過ぎた勢いでテーブルに額をコツンとぶつけた。

（──痛っ）

　顔を上げながら額をさする。心はエアコンの冷気並みにひんやりして感情を失くしているのに、痛みの感覚が残っているのは不思議だった。

　ハーフアップでまとめた長い髪が胸元に垂れてきたため、肩の向こうへ手で払い、取り澄まして尊を見る。

　今週末、ひまりは結婚式を執り行う予定だった。本当なら、幸せに満ち溢れた日々を送っている最中のはずだった。

　それなのにひまりは今、幸せとは真逆にいる。

　二十七歳の坂さか下した俊とし成なりは、同い年のひまりにとって初めての彼氏だった。友人の紹介で知り合った彼は、少し軽い感じはするものの爽やかな好青年。紹介された流れでなんとなくはじまった関係は、燃えるような恋とは違い、穏やかで静かな付き合いだったように思う。

　約一年の交際を経て結婚の話が持ち上がったのも、お互いの両親から『年齢的にもちょうどいいし、そろそろどうなの？』と言われたのがきっかけ。それじゃそうしようかと、付き合いをはじめたときのような緩やかな流れでそうなった。今思えば惰性とか成り行きとか、周囲に流されたといってもいいかもしれない。

　とはいえ結婚を決意するくらいだから、それなりに幸せだったのはたしか。俊成とならあたたかな家庭を築けるだろうと感じていた。このまま心穏やかに、和やかな未来が待っていると思っていた。──ほんの二週間前までは。

「破談になった理由は？」

「彼が浮気を……。べつの女性との未来を考えたいそうです。あ、つまり私のほうが浮気相手だったのかな」

　惨めにならないように最後におどけて笑ったものの、情けない笑顔になる。

「……浮気？」

「はい」

　俊成は勤め先の専務令嬢と深い仲になった。出世欲のないタイプだと思っていたが、それはひまりの勘違いだったらしい。将来を考えたら、ごく普通の家庭で育ったひまりよりも断然そちらのほうがいいと考えなおしたのだろう。

（ううん、出世云々じゃなくて、私に対する気持ち自体もそれほどじゃなかったんだよね）

　簡単に令嬢になびくのだから、そこまで愛されていなかったに違いない。

　笑顔がかわいいとは言われても、綺麗だと言われたためしのないひまりはとりたてて目を引く容姿ではなく、どこにでもいる普通の女である。きっと美人に違いない令嬢が相手では歯が立たなくて当然だ。

　恋焦がれた相手との結婚ではなかった。でも、二股されたうえ、結婚直前に振られるなんてストレートパンチは正直きつい。

（はぁ……おかげで自信喪失だよ）

　自分を卑下するタイプではないのに、すっかり無力感に襲われる。大ダメージだ。

　俊成に『ほかに好きな人がいる』と打ち明けられたのは先週末のことだった。

　珍しく深刻な顔をしているから仕事でなにかあったのかと心配したら、長い沈黙のあとにそう切りだされた。『なんの冗談？　マリッジブルーって男の人にもあるの？』と軽く返したが、本気だとわかったのは、彼が唐突に式場のキャンセルや親族への連絡、慰謝料について話しはじめたとき。

　あぁ本当なんだ、もう手遅れなんだと悟った。

　泣いて喚くような激情を抱くより、感情が潮のようにサーッと引いていく感覚だった。

　そんな相手がいる素振りを微塵も感じなかったのは、ひまりが鈍感なだけだったのだろう。振り返ってみたら約束をドタキャンされたり、一緒にいるときに急に入った電話でコソコソしゃべったりなど不審な言動がいろいろあった。

　あのときのあれは、そういうわけだったのだと、そのとき妙に納得したものだ。

　もっと怪しむべきだったのは、ここ三カ月、彼と体の関係がなかったこと。結婚式の準備で忙しいからと大して気にも留めていなかったが、ほかに好きな女性がいれば当然だ。

　その日を境に、ひまりの人生は一変した。なんの前触れもなく突然に。

　それから今日までの二週間は方々への謝罪で大忙し。ようやく親戚や友人たちへの連絡を終え、今日こうして会社関係の代表で招待した尊に報告する段階まで漕ぎつけた。

（だけど、どうして私がこんな目に遭わなきゃならないの……？）

　神様から見放されるような行いをした覚えはない。結婚式直前に婚約者に振られるような不幸が、自分の身に降りかかるなんて思ってもみなかった。

　破談後の忙しさから解放され、そんな疑問をしみじみ考えられるようになったのがつらい。

「その男、許せないな」

「……はい？」

　尊は眉間に皺を寄せ、険しい表情で拳を握りしめていた。

「あ、あの、しつちょ──」

「今から殴りに行くぞ。勤め先はどこだ」

　椅子をガタンと鳴らして尊が立ち上がる。

「えっ、ちょっ、室長!?」

　ひまりも慌てて立ち上がった。ミーティングルームを今にも出ようとドアに手を掛けた彼を引き留めにかかる。

「待ってください！」

「待て？　なに言ってんだ。部下が傷つけられたんだぞ？　これが黙っていられるか」

　この人は、こんなにも熱い人間だっただろうか。普段冷静な尊がいつになく鼻息荒くまくし立てる。肩は上下し、本気で怒っているのは明らか。切れ味抜群の鋭い目だからこそ、余計に凄みがある。

「でも殴りになんてほんと大丈夫です」

「大丈夫なわけがないだろ。浮気した揚げ句、破談なんて許してたまるか。結婚式は今週末だったんだぞ？　普通の人間がすることじゃない。俺が鉄槌を下してやる」

「やっ、室長！　本当にそんなことしなくていいですから！」

　上司に殴り込みをさせるわけにはいかない。

　ひまりより頭ひとつ分身長の高い尊の腕をむんずと掴み、ドアから手を放させる。

「もう顔も見たくないんですっ。だからお願いします……！」

　二度と会いたくない。声も聞きたくない。あんな男には金輪際かかわりたくない。

　申し訳なさそうにしながら、令嬢との未来を想像してうれしさを隠しきれない顔なんて一生見たくないのだ。

　付き合っていた過去も消し去ってしまいたい。そんな消しゴムがあるのなら、いくらお金を積んでもいいとすら思う。

　ひまりのそのひと言が効いたのか、尊の体からふっと力が抜けていく。眉間に深く刻まれた皺は消え、刺すような眼差しは和らぎ、いつも見せる涼しげな表情に戻った。

　そこで彼に近づき過ぎたと気づき、ぱっと手を放してぎこちなく距離を取る。

「慰謝料はどうした。たっぷり支払わせるんだろう？」

「たっぷりかどうかはあれなんですけど……」

　両親が弁護士に相談し、一般的な相場で請求する予定になっている。俊成もそれで納得済みだ。

「それじゃ俺になにかできることはないか？　なんでもしてやる」

　これまでになく優しい顔だった。

　大学を卒業後、幅広い分野にコンサルティング業を展開するストレイドパートナーズに入社したひまりは、人事部を経てコンサル事業室へ配属されて半年になる。部下になる以前、室長の尊には怖い印象しか抱いていなかった。

　容姿端麗で辣腕を振るう彼は三十二歳の独身。女子社員からの人気がとても高い反面、どことなく人を寄せつけないところがある。それは眼差しが繰り出す鋭さによるものが大きく、ほかの部署の女子たちは遠くから眺めるのがせいぜい。なかなか声を掛けづらいタイプなのだ。

　そのうえ彼は社長の息子。次期社長という、手を伸ばしても指先すらかすめないような遠い存在なのも影響しているだろう。

　ところが部下になってはじめて、ひまりは彼の隠された優しさや頼もしさを知った。涼しい顔であたり前のように部下のミスをカバーし、上層部相手でも間違いを毅然と正す正義感の持ち主でもある。

　それは上司として当然の姿なのかもしれないが、人事部にいたときにはミスをなすりつけられたし、上の意見に左右される頼りない上司だった。

　尊が強い態度で上層部を相手にできるのは社長の息子だからなのももちろんあるだろうが、理想の上司なのは間違いない。

　普段はとてもクールだが、たまにジョークを飛ばすような親しみやすさもあり、ひまりが結婚を報告すると『そうか、よかったな。絶対に幸せになれよ』ととても喜んでくれた。

　とはいえ彼が笑顔を見せるのは稀。人間性を知り、彼を慕っている部内ではいかにして尊の笑顔を引き出せるかが密かなムーブメントとなっている。

「それじゃ、新婚旅行に一緒に行きませんか？　……なんちゃって」

　くだけた口調でふざける。尊が俊成の行いに対して本気で怒ってくれたため、なんとなく救われたせいだろう。次期社長を旅行に誘うなど、普段なら気安く口にできない冗談。それも結婚する相手だった人の身代わりなんて失礼極まりない。

「……新婚旅行に？」

　尊が戸惑いの色を滲ませて聞き返してくる。

　言うまでもなく式場は俊成の全額負担でキャンセルしたが、旅行はそのまま。どうせキャンセル料が発生するなら、ひまりひとりで行こうと考えていた。

　もちろん旅行の代金も全額、俊成に負担してもらうつもりでいる。すでに折半して支払い済みだが、あとでひまりの銀行口座に振り込んでもらう手筈だ。

　結婚式と旅行を絡めた十日間の休暇もすでに申請済みのため、この際リフレッシュしたい。

「冗談ですよ、室長」

　目を真ん丸に見開き固まったようになる尊に笑い飛ばす。

「室長が怒ってくださって嬉しかったです。だいぶ気持ちが楽になりました。ありがとうございます」

　決して見せかけではない本気の怒りが、どれほどひまりの心を軽くしてくれたか。あとは沖縄の海で、振りかかった厄災をすべて流してこよう。

　部下想いの尊に一礼し、ひまりはミーティングルームをあとにした。







身代わりの新婚旅行がもたらしたアバンチュール








　東京から飛行機で二時間半。ひまりは、夏真っ盛りの南国リゾート沖縄に降り立った。

　荷物を回収して空港を出ると、容赦のない太陽がひまりを射す。

「あっつーい！」

　雲ひとつない空を見上げて思わず声に出すが、それに反応してくれる人は誰もいない。予定では〝ほんとに暑いな〟と顔をしかめながらも幸せに笑い合う相手がいたはずなのに。

「……さてと、行こうかな」

　つい暗くなりそうになる気持ちを切り替える。

　列をなしているタクシーに乗り込み、さらに一時間半移動。宿泊を予定している恩おん納な村そんの海辺に到着した。周辺は沖縄海岸国定公園として保護されてきたのどかな場所だ。

　しかし目の前にそびえるのは、輝くほど白く壮大な建物。美しい海岸線を舞台にラグジュアリーの極みを実現したホテルである。大きく開放されたロビーの向かいには、輝かしいばかりの海が広がっていた。

　チェックインまで時間があるためフロントに荷物を預け、水着に着替えてプライベートビーチに繰りだす。

　この旅行のために買った水着は、黒いビスチェ風のブラトップとダイヤ模様のショートパンツ。試着したときに『似合ってるよ』と笑った俊成の顔が頭をかすめたため、ドロップキック並みに激しい勢いで追い出す。そんな陳腐な思い出は、封印ではなく弾き飛ばすに限る。

（あんな男なんて、綺麗さっぱり忘れよう）

　深呼吸するひまりの周りで潮風が波音を連れて舞った。

　目の前にはコーラルブルーに輝く海と白い砂浜が広がっている。

「すごーい！　きれーっ！」

　美しい景色を前にテンションが上がる。

　たくさんのビーチパラソルが花開く中、空いているビーチチェアに荷物を置き、早速波打ち際に向かった。

　太陽に熱せられたさらさらの砂に足を取られながら、打ち寄せた波に足をつける。

「わっ、冷たーい」

　ほどよくひんやりした水が気持ちいい。しかも透明度は抜群だ。小さな熱帯魚が群れを成して泳いでいるとは、さすが南国である。

　くるぶしくらいまでの深さでぴちゃぴちゃとひとりで波と戯れていると、ふと近くから女性の甘ったるく黄色い声が響いた。

「きゃっ、もうたっくんったらやめてよー」

　つられるようにして目を向けたら、仲良くじゃれ合うカップルがいた。お互いに水を掛け合って楽しそうだ。

　彼らだけではない。ビーチはそんなカップルだらけ。むしろそれしかいないと言っても過言ではない。

「……もしかして私、場違い？」

　友達が一緒ならまだしも、女がひとりで南国リゾートのビーチにいるのが急に不自然に思えてきた。周りを見渡して、ぽつねんと立ち尽くす。

　見事なまでにカップル一色のビーチには、「うふふ」「あはは」と甘さを含んだ賑やかな声が響いていた。

（……気にしない、気にしない。私はなんにも悪くないんだから）　

　深く息を吐き出し、ともすれば落ち込みそうになる気持ちを奮い立たせる。

「あー楽しいなー。ひとりだって海の美しさはおんなじだし、潮の香りだって平等だもんね」

　ぶつぶつ独り言を呟きながら、荷物を置いたビーチパラソルのもとへ戻っていく。本音では寂しいくせに完全な強がりだ。スキップをしようとしたが、砂に足を取られて転びそうになった。

　転んだら、きっと惨めだっただろう。誰も手を伸ばして助けてくれないし、大丈夫か？と声を掛けてくれる人もいない。

「……どうして沖縄なんて選んだのかな」

　ぽつりと零れた声が波の音にかき消されていく。爽やかな音とは真逆の沈んだ声になった。

（ひとりでも不自然じゃない場所にすれば少しは違ったのに）

　ビーチの甘い喧騒が、ひまりをたやすく深い闇に連れ去ろうとする。

　いくら思い出を蹴散らしたって、結婚直前に振られた現実は消し去れない。

　ビーチチェアに力が抜けたように腰を下ろし、足を投げ出す。頬を撫でていく潮風は爽やかなのに、心の中は鬱々。リフレッシュするつもりで来たはずが、これでは逆効果だ。

　暗い気分を吐き出そうと大きく深呼吸をしたときだった。

「なにかお飲み物でもいかがですか」

　ホテルスタッフだろうか。パラソル越しに声をかけられて体を起こす。

「あ、では……」

　冷たい飲み物でも頼もうと口を開き、その人物を見上げた瞬間フリーズした。自分の目を疑い、片手でごしごし擦る。

　しかしそこに立つ人の姿は消えるわけでも、ひまりが見間違えたわけでもなかった。

「し、室長!?」

　宝生尊、ひまりの上司だったのだ。しかも水着にパーカーを羽織った、ビーチにぴったりの格好をして。

「どうしてこんなところに!?」

　職場ならいざ知らず、ここは東京から飛行機で二時間半も離れたビーチリゾート。尊の姿があっていい場所ではない。

　あり得ない事態にびっくりして、ビーチチェアから転がり落ちた。

「きゃあっ」

　やわらかな砂にポフッとお尻が埋まる。

「おい、大丈夫か？」

　すかさず尊が手を貸して助け起こしてくれたが、見開き過ぎて、今度は目が落ちそうだ。

「大丈夫じゃないですっ。なんで室長がいるんですか!?」

　ビーチチェアに座りなおして彼を見上げる。

「一緒に来てほしいと言ったのは音羽じゃなかったか？」

（えっ、それじゃ、あの言葉を本気にしてここへ？）

「あれは冗談のつもりで！」

　本気にされるとは思っていない。友達ならまだしも、尊はプライベートをほとんど知らない上司だ。

　尊に破談になった報告をしたあと、何気なく飛行機の便やホテル名を聞かれたが、話のネタくらいにしか考えていなかった。

「落ち込んでいる部下を放っておくのは俺のポリシーに反するからな」

「や、ですが……っ」

　ポリシー云々以前の問題だ。普通の所業じゃない。

「ほら、これでも飲め」

　尊は手にしていたトロピカルドリンクを唐突にひまりに差し出した。

「あ、りがとうございま、す」

　反射的に手を出して受け取ったのはブルーハワイだった。添えられた真っ赤なハイビスカスとパイナップルがいかにも南国チック。氷がカランと涼しげな音を立てた。

　同じパラソルの下に並んだビーチチェアに腰を下ろした彼は、ひまりに手渡したものと同じドリンクを手にしていた。ストローに口をつけ「甘いな、これ」と少しだけ顔をしかめる。

「音羽も飲んだらどうだ」

「それどころじゃないです。いきなり過ぎて頭の整理がつきません」

「ひとまず飲んで落ち着いたらいい」

　ひまりの慌てぶりもなんのその。尊はグラスを持った手でそのままひまりのグラスを指差した。

　それもそうだと、ひと呼吸置くためにストローを口に運ぶ。喉を通り過ぎた冷たさが爽快だ。

「……甘いですね。でもおいしいです」

　ひまりが笑みを返したら、尊はどこかぎこちなく海のほうに目を向けた。生あたたかい風が尊の黒髪をなびかせる。

「室長、明日はお仕事じゃないんですか？」

　今週、休暇を取っているのは部署内でひまりだけだったはず。

「午後からの出社にした」

「午後から!?　一泊ですか!?」

　それも滞在は二十四時間にも満たないではないか。

「我ながら強行日程だな」

「強行すぎます」

　一体全体どうしてそんな日程でわざわざ沖縄まで飛んだのか。部下想いにもほどがある。

「そうか？　一泊の出張なんてざらだろう。それも仕事じゃないんだから気を張る必要はないし、リフレッシュのいい機会だ」

　たしかに尊は日頃から日本全国はもちろん、海外のクライアント先にコンサルで出向くことが多くフットワークは軽い。次期社長の重責を担っているからか、その仕事ぶりは精力的でほかのコンサルタントとは段違いの量だ。

　しかし、だからといって一泊で沖縄なんて普通では考えられない。

（……でも、ちょっとうれしいかも）

　突拍子もない行動をした尊に驚きでいっぱいではあるが、ひとりぼっちを痛感していた矢先だったため、ひまりが救われたのも事実だった。

「さて、早速遊ぶとするか」

　尊はドリンクを備え付けの小さなテーブルに置いて立ち上がった。羽織っていたパーカーを脱ぎ、ビーチチェアに放る。

　その様子を何気なく眺めていたひまりは、思わず彼を二度見した。

　鍛え上げられた上腕二頭筋は逞しさの象徴。胸板はほどよく隆起して美しい曲線美を描き、その下に薄っすらと割れた腹筋が現れた。

　まばたきも忘れて見入っていたら、彼がひまりに振り向き目が合う。そそくさと逸らしたが、見惚れていたのは丸わかりだろう。

「先に行ってるぞ」

　そう言い残し、尊は波打ち際に向かった。

　グラスを持ったまま、ひまりはその後ろ姿を目で追う。美しい肉体美を見たせいで心臓がドクドクとやけにうるさい。

　尊は寄せる波に足をどんどん踏み入れ、腰あたりの深さの場所でいきなり潜った。潜水しているのか、しばらく水しぶきも立たなかったが、突然ザパーッと水面から顔を出す。

「プハーッ、気持ちいいな！　おーい、音羽！　こっち来いよ！　そんなところに座っていたんじゃ海に来ている意味がないだろ」

　立ち上がって髪をかき上げ、腕全体を使って大きく手招きをする。

　上司に言われたら、強硬な姿勢でいるわけにもいかない。すっかり汗を掻いたグラスを置き、彼の元へ向かった。

　尊に水着姿を晒し、今さらながら恥ずかしくなる。手をあちこちに持っていって隠そうとするが、当然どこも隠せやしない。

　ぱしゃぱしゃと音を立てて遠慮がちに尊に近づいたら、両手ですくった水をいきなりかけられた。

「きゃっ、ちょっ……室長っ」

「あはは」

　頬に濡れた髪が張りついたひまりを見て尊が笑う。

　はじめて見る無邪気な笑顔にドキッとさせられた。そんなふうに笑うなんて知らない。つい呆然と彼を見つめていたら、もう一度水を飛ばされた。

「もうっ、なにするんですか」

　こうなったらお返しだと、ひまりも尊に水をかける。

「その調子だ。ほらっ」

　さらに大量の水をかけられ、合戦の火ぶたが切って落とされた。

　ときに追いかけつつ尊から逃げ、その様子はひまりがつい先ほどまで横目にしていた恋人同士の戯れそのもの。当事者たち以外は覚めた目で見るじゃれ合いをして、砂浜を駆け回った。

「おっ、こんなところに」

　波打ち際で立ち止まった尊が、その場に突然しゃがみ込む。

「どうしたんですか？」

「カニだ」

　はしゃいだ顔がやけに眩しい。

　見れば真っ白な砂の上を一生懸命横歩きするカニがいた。透明に近く、目を凝らさなければ見逃してしまいそうなほど小さい。

　尊はそれを指先でつまみ、自分の手のひらに載せた。

「わ、ちっちゃい」

「なんか音羽みたいだな」

「えっ、どこがですか？」

　横歩きに見えるほど挙動不審だろうか。水着が恥ずかしくて変な動きになっていたのは認めるけれど。

「ちょこまかしてるとこ」

「私そんなに落ち着きない感じですか？」

「一生懸命って言ったつもりだ」

「全然言ってません」

　唇を尖らせて不満を口にしたら、尊はふっと笑いながら「そうか？」ととぼけた。

　カニをそっと逃がし、手のひらをポンと拳で叩く。名案でも浮かんだかのよう。

「砂の城でも作るか」

「はい？　砂の城？」

　まるで子どものように次から次へと遊ぶ対象が切り替わっていく。

　尊は水分を含んだ砂浜の上にドカッと座り込み、早速砂を盛って山を作りはじめた。楽しそうにニコニコする様子は、会社では絶対に見られない姿だ。

「音羽もやれ」

「本気で作るんですか？」

「めちゃくちゃ本気だ。仕事も本気、遊びも本気。すべて全力でやってこそ楽しさがあるってもんだ。ほら」

「ひゃっ」

　手を引っ張られて、その場に強制的に座らされた。

「まずは山にして」

「わ、わかりました」

　言われるまま尊に倣って周りの砂をかき集めて山にしていく。潮が引いた純白の砂はほどよく水を含み、扱いやすい形状になっていた。

「子どもの頃もよく作ったんですか？」

「作ったよ。小学生のときは房総に住んでたから目の前に海があったんだ。夏休みなんかは、そこで毎日友達と遊んでたな。誰が一番カッコいい城を作れるか競い合って」

　楽しそうに昔を懐かしむ。

　子どもの頃の話を聞く機会はないため、貴重な昔話をひまりがひとり占めで得した気分になる。

「室長のお城の出来はどうだったんですか？　一番でした？」

「当然」

　胸を張って威張るのがおかしくて、ひまりから笑みが零れた。

　きっと子どものときからリーダーシップを発揮し、遊びでも友達を引っ張っていたに違いない。

　自信満々なその言葉の通り、ただの砂の塊が徐々に城に形を変えていく。

「そこはこうして。……いや、もう少し尖らせたほうがいいな。こんな感じに」

　とんがり屋根の指導に熱がこもり、尊の横顔は真剣そのもの。

「こうですか？」

「お、いいね、音羽、なかなかセンスある」

「ありがとうございます」

　たかだか砂の城でも褒められるとうれしい。それはたぶん尊が、容姿や肩書きに恵まれた最上級の男だからだろう。そんな彼の褒め言葉で、式直前に婚約者に逃げられて失った自信が蘇る気すらする。

　仕事中はたいてい真剣な顔をしている尊が、ここへ来たときからずっと笑顔なのも意外で目が離せない。普段〝どうしたら宝生室長を笑顔にできるか〟と密かに画策している部内の女子たちがこの場にいたら、みんなひまり同様に驚くだろう。

　目をキラキラさせながら窓を器用に指でくりぬき、うまくできたときの満面の笑みは失恋したばかりのひまりの心を弾ませた。

「よし、こんな感じか」

　二時間くらい砂と格闘していただろうか。尊は手についた砂をパンパンと払い落として立ち上がった。

「なかなかの出来映えじゃないか？」

「はい、とっても」

　完成したのはところどころ不格好ではあるものの、立派なお城だった。ちなみにその無様な部分はひまりが担当した箇所である。

　気づけば辺りにカップルたちの姿はなく、太陽もだいぶ西に傾いていた。ふたり揃ってよほど夢中になっていたようだ。

「そろそろチェックインしようか」

「はいっ」

　自分でも驚くほど元気いっぱいに答えた。ビーチでひとりぼっちを痛感したときとは考えられない回復度合いだ。

「その前にお城の写真を撮らせてください」

　ビーチチェアに置いていた荷物からスマートフォンを取り出し、カメラを構える。

「いや、そっちからじゃなくてこっちのほうがいい構図だ」

　尊に両肩を掴まれて場所を移動する。画面には海をバックにした堂々たる城の姿があった。

　カシャカシャと音を立てて何枚も撮影し、ひまりたちはいよいよビーチを引き上げる。フロントへ向かい、預かってもらっていた荷物を回収して水着のままチェックイン。尊とは夕食の約束をしていったんそこで別れた。

　スタッフにホテル棟から少し離れたヴィラへ案内される。新婚旅行のため奮発して予約したゴージャス仕様は、ひまりをため息の連続にさせた。

　沖縄海岸国定公園の壮大な景観に溶け込むようにして点在したヴィラは、プライベートプールや天然温泉まで備わり、究極の贅沢気分を味わえそうである。

　もちろんスイートのため各部屋はゆったりとしつらえられ、南国をイメージしたエレガントな調度品が並ぶリビングには、ちょうど大きく傾いた太陽のオレンジ色の光が射し込んでさらに優美に見えた。

　スタッフに〝お連れ様は？〟と聞かれたらどう答えようかハラハラしたが、詮索されずホッとする。きっとプライベートな質問は避けるよう教育をされているのだろう。

　部屋同様に海を見渡せる広いバスルームで汗を洗い流しながら、ビーチでのひとときが脳裏に浮かぶ。

「室長って、あんなキャラだった？　でも楽しかったな……」

　いつも真面目顔の彼が、終始笑顔だったのを思い出して笑みが零れる。ふたりでビーチを駆け回り、砂の城を作るなんて子どもじみた遊び方は、予想以上にひまりの心を軽くさせた。

　シャワーを浴び終え、尊との食事に備える。ホテル内のどのレストランへ行くのかはわからないが、ドレスコードを考えたらワンピースがいい。

　キャリーバッグからこの旅行のために買った一枚を取り出す。黒ベースに大判のフラワーが描かれた、袖ありのカシュクールロングワンピースならエレガントだし、どのレストランでも合格点だろう。

　髪を緩くひとつにまとめ、メイクをしなおす。支度を終えたら、ちょうどいい時間だった。

　小さなバッグを持って部屋を出る。空はオレンジから薄紫へと色を変えていた。

　待ち合わせたフロントデスク前にいた尊が軽く手を上げる。

「お待たせしてすみません」

　小走りで近づき彼のそばで足を止めた。

　その姿を見て、心ならずも鼓動が跳ねる。

　ホワイトシャツにネイビーの麻ジャケットを羽織り、九分丈のホワイトチノパンを穿いた尊は、ほどよく抜け感のある洒落たスタイルだった。普段のかっちりとしたスーツとは違い、スマートカジュアル感がカッコいい。

　先ほどの水着といい、いつもと違う格好は必要以上に心臓を刺激する。

　尊は顎のあたりに手を添え、ひまりをじっと見た。

「あの、室長……？」

　ひまりが声を掛けると、目をパチッと一度またたかせる。

「いつも以上に大人っぽいな。よく似合ってる」

「えっ、そ、そうですか？　ありがとうございます」

　そんな褒め言葉をもらえるとは想定外。新婚旅行で俊成に見せるためだったのは忘れ、尊のために着たと思おう。そのほうが心には健全だ。

「苦手な食べ物は？」

「特にはありません」

「それじゃ鉄板焼きにしないか？」

「いいですね、お肉大好きです」

　ひまりの返答で決定。ふたりはプールサイドにある鉄板焼きの店へ向かった。

　大きな東屋の下に鉄板を囲むようにしてテーブルがコの字型に配置された店は、全方向から海の風を感じて解放感が抜群だ。すぐそばのプールは青い光を放ち、ライトアップされて美しい。

　数組のカップルがすでに鉄板焼きを堪能しており、ひまりたちも早速シェフのおすすめコースをお願いした。

　まずはビールで乾杯。目の前ではシェフが早々にアスパラやパプリカを焼きはじめた。

「今日は本当にありがとうございました。室長が来てくださらなかったら、私ものすごく惨めな思いをしていたと思います」

「一泊しか付き合ってやれないけどな」

「それでも十分です。とっても楽しかった」

　実感を込める。水を掛け合ったり、カニを見つけてはしゃいだり、真剣に砂の城を作ったりなんて、ひとりでは到底できない。尊が恋人に見えるようにしてくれたおかげで、ひとりぼっちの辛さを味わわなくて済んだのは大きい。

　あのままずっとひとりだったら、美しいビーチで遊んでいられず部屋に引きこもっていただろう。

「だけど、室長があんなに笑う人だなんて知りませんでした」

　リゾート地で一緒に時間を過ごしたせいか、ついフランクに思ったままを口にする。

「普段笑わなくて悪かったな」

「あ、いえっ、そういう意味ではなくてですね」

「ならどういう意味だ？」

　言葉では問い詰めているが、口調はやわらか。意地悪っぽい表情にかえってドキッとさせられた。

「室長の笑顔は貴重ですから」

「貴重？」

　尊が首を傾けて訝しげにする。

「はい。めったに見られないので」

「仕事中にヘラヘラしているほうがおかしくないか？」

「ヘラヘラはおかしいですね。でもだから貴重なんです。あ、いつも凛々しいって言ってるんですからね？」

　悪口では断じてない。

「褒め言葉だと思っておこう」

　尊は満足そうに笑みを浮かべ、シェフが目の前の皿に並べた料理に箸を伸ばした。

　続々と鉄板で食材が焼かれていく。石垣牛やあぐー豚のステーキは沖縄ならでは。やわらかく、口に入れた途端舌の上で溶けて消えた。

「おいしいですね」

　海ブドウのサラダや久米島産のモズクで箸休めをしながら、どんどん食が進む。旅先の非日常がそう思わせるのか、どれを食べてもおいしいという感想しか出てこない。

　最後のデザートで出された焼きバナナは思わずおかわりをねだるほど美味で、ふたり揃ってコース料理を堪能。すっかりお腹が膨れる。

　海からの心地よい潮風に吹かれながら憧れの上司とする食事は、傷ついたひまりにとって癒しの時間だった。

　

　部屋の前まで送ってくれるという尊の言葉に甘え、ホテル棟を出て、ランプの灯された道を歩いていく。

「明日は何時の飛行機ですか？」

「十一時ジャスト」

「それじゃホテルを出るのも早い時間ですね」

　ここから空港まで車で一時間半かかる。

「そうだな、ゆっくりはしていられないだろう。三時から打ち合わせがあるから、飛行機に乗り遅れないようにしないとな」

「では私がモーニングコールしましょうか」

「それは心強いね」

　ひまりを元気づけるために沖縄まで飛んでくれたのだから、責任を持って東京に帰してあげなければならない。

「任せてください」

　自信満々に胸をトンと叩く。

「とかいって寝坊するなよ？」

「だ、大丈夫です」

　クスッと鼻を鳴らした笑顔の破壊力が驚異的で、つい言葉につかえた。

　慌ただしい明日の朝は一緒にゆっくり朝食を食べる時間はたぶんない。そのモーニングコールが、沖縄で尊と接点を持つ最後だろう。そして沖縄で顔を合わせるのは、これでおしまい。

　そう考えたら、とても寂しくなった。

　急に足取りが重くなっていく。いよいよ部屋の前で揃って足を止めたそのとき。

「よろしかったらコーヒーでも飲んでいきませんか？」

　ひまりの口から思いも寄らない誘い文句が飛び出した。まるで口が勝手に動いたみたいに、思考回路と連動していなくて自分で焦る。

「あっ、私ってばなに言ってるのかな。お部屋に帰ってゆっくりしたいですよね」

　朝早く東京を発ち、夕方までたっぷり海で遊んで疲れただろう。

　ひとりになるのが寂しいからといって、これ以上、尊に迷惑を掛けられない。

「せっかくだから飲ませてもらうよ」

「えっ……」

「〝えっ〟て、誘ったのはキミだろう」

　クスクス笑われ顔が熱くなる。あっさり快諾されて逆に拍子抜けした。

「強引にお誘いしてすみません」

　謝りつつカードキーをかざして尊を中に招き入れる。

「さすがヴィラは広いな」

　足を進めながら尊は目線をぐるっと回した。

「ひとりで持て余しそうです」

　明日から丸っきりひとりだから、かなり贅沢な空間だ。

　ひまりはリビングのコーナーにあるお茶セットの中にドリップコーヒーを見つけ、電気ケトルでお湯を沸かしはじめた。

「掛けてお待ちくださいね」

　三人掛けソファを勧めて、ドリップをセットしたカップに熱湯を注いでいく。ふたつ分の準備を終え、尊の前にひとつ置き、人ひとり分ほどスペースを空けた場所に自分のコーヒーを置いた。

　ふぅと息を吐きながら腰を下ろしたが、話す話題を見つけられず、やけに静かな空気が舞い降りる。

　尊は、コーヒーを飲み終えたら帰ってしまう。そうしたら今度こそひとりぼっちだ。

　楽しい時間を一緒に過ごしたからこそ、このあとの寂しい時間を想像して急にしんみりとした気持ちになってきた。

（幸せな旅行になるはずだったのに、なんで私はひとりで沖縄まで来ちゃったのかな……）

　素直にキャンセルしていれば、こんなに広い部屋にひとりで朝を迎えずに済んだのに。

　ロマンチックな雰囲気のヴィラだからこそ余計にそう感じるのか、落ち着いていたはずの心がにわかに波立ちはじめた。

　不意に、プロポーズされたときのことが蘇る。

『幸せにするよ』

　たしかにそう言った彼は今、ここにはいない。

（──どうして）

　その言葉が頭の中をぐるぐる回る。

　ずっと平気だったのに、失恋の寂しさがいきなり襲いかかってきた。

　どうしてプロポーズなんてしたの。どうして幸せにするなんて言ったの。どうしてほかの女性を好きになったの。どうして……。

　誰かに捻り潰されたかのように心臓が苦しい。

　優しくて誠実な男だと思っていたのに、自分はいったい彼のどこを見ていたのだろう。

「……音羽」

　尊に名前を呼ばれてハッと我に返る。ふと視界が歪み、それが涙のせいだと気がついた。

「ご、ごめんなさい」

　上司の前で泣くなんてどうかしている。それも仕事とはまったく関係のない失恋で。

「こんなだから結婚直前に相手に逃げられるんですよね。特別美人じゃないし、一般家庭の育ちだし、私と結婚しても利点なんてないですから」

　そうでなかったら式直前に彼氏に逃げられたりしないだろう。

　あまりにも悲惨な状況のため、自分を卑下する言葉が口をつく。

　慌てて手で頬を拭って取り繕っていたら、肩を強く引き寄せられた。尊に抱きすくめられたとわかったのは、彼の腕の逞しさを感じたときだった。ウッディ系の香りがふわりと鼻をかすめる。

「……室長？」

「泣きたいなら気が済むまで泣いたらいい。それまで俺がずっとこうしてる」

　優しい声だった。

　いつもの凛とした堅いイメージとは程遠く、やわらかい声がひまりの心にすっと染み渡っていく。一度止めた涙がぽたりと膝に落ちた。

　その一滴が合図のように、あとからあとから涙が溢れてくる。

　俊成に別れ話をされても泣かなかった。両親や友達に結婚がダメになった報告をしたときだって、笑い飛ばす余裕があった。ひとりの夜も、ひとりで迎えた朝も、涙は一滴も出なかった。

　それなのに。

　尊に優しく抱きしめられ、背中をそっと撫でられ、堰を切ったように涙が止まらない。悔しいのか悲しいのか、自分でもわからないほど心はぐちゃぐちゃだった。

「……室長、ひとりにしないで。お願い……」

　誰かにすがりつきたくて、涙交じりの声が唇から零れる。恥知らずの自覚はあるが、それよりも孤独への恐怖のほうが大きい。

　背中を擦っていた尊の手が、ふと止まる。

　このまま惨めな気持ちに囚われたくない。どうか、その手を離さないで──。

「ひとりになりたくないんです」

　こんなに広い部屋で夜を過ごすなんて嫌だ。

「なにを言っているのかわかってる？」

　尊がひまりの顔を覗き込む。見つめるふたつの瞳がゆらゆらと揺れていた。

　彼が困惑しているのは手に取るようにわかる。ひまりの言葉に隠された意味を知っているからこそだろう。

　でも。

　ひまりはコクンと頷き……。

「抱いてください」

　尊のシャツを掴んで懇願した。

　なんて破廉恥な。なんて図々しい。

　そうわかっていても、胸を押し潰されるほどの寂しさを紛らわせる方法をひまりはほかに知らない。

「……本気で言ってるのか？」

　もう一度ゆっくり頷く。

　瞬間、尊の眼差しが色を変える。湖面のように静かだった瞳の奥に熱が宿るのが見えた。

　ひまりの頬に手を添えた尊が、じっと見つめる。逸らすのも叶わないほど強く絡んだ視線はしっとりと艶めき、ひまりの鼓動を速めていく。大胆な言葉とは裏腹に、体は硬直していた。

　尊の指先がひまりの頬を伝った涙を拭い、躊躇いがちに近づいた唇が、その涙の痕にそっと触れる。慰めるように優しいキスだった。

　そこから互いの鼻先をつけ、唇と唇を軽く触れ合わせてからいったん離れる。

　それで終わりにしてほしくないと強い想いで見つめ返したら、尊は今度は思いきったように唇を重ねた。

　角度を変え、啄むようなキスが強張った体を解していく。やわらかい唇が触れては離れ、時折軽く吸われる。決して急がず優しい口づけは、ひまりの傷ついた心を癒やしていくよう。まるでそこに愛があるように錯覚しそうになる。

　水に揺蕩うような穏やかなキスに魅了されていたら、不意に唇が解けた。もう終わり？と感じるほど尊のキスに囚われていたらしい。

「ベッドへ行こう」

　囁いた尊がひまりをそのまま抱き上げる。

「きゃっ」

　思わずぎゅっと彼にしがみついた。

「寝室はこっちか？」

「あ、はい、たぶんそうだと……」

　傷心ではなく普通の精神状態だったら、この部屋に案内されたときに弾む気持ちであちこちを見て回っただろう。でもそんな気分にもなれず、ひまりはベッドルームも確認していない。

　両手が塞がっている彼に代わってひまりがドアを開けた瞬間、ドキッとさせられる。

　ウォーターヒヤシンス製の大きなベッドには淡い光を通す天蓋が緩やかに下り、真っ白なファブリックの上にハートの形をした深紅の風船が大小舞っていた。

　新婚旅行だと告げていたため、ホテル側がサプライズを仕掛けてくれたのだろう。とびきりロマンチックなベッドルームで。

　これからひまりは、新婚旅行で訪れる予定だった相手とはべつの男にそのベッドで抱かれる。その現実が背徳感を生み、心をざわつかせる。でも今は、それ以外に悲しみから逃れる術はなかった。

　ひまりがベッドに下ろされると、風船がふわりと舞いながらフロアに次々と落ちていく。

　尊に組み伏せられ、顔の両脇で絡められた指先が熱い。

「俺がそばにいるからもう泣くな」

　それが涙を止めるためだけだとしても、ひまりにとってはうれしい言葉だった。ひとりにならずに済む。それだけで心強かった。

　尊のキスが額に落ちてくる。

（どうしよう。私、本当にこれから室長に抱かれるんだよね……）

　自分から抱いてとねだったくせに、緊張が包み込んで全身が強張った。

　息もできずにいるひまりの鼻先をゆっくり伝い、尊の唇がひまりのそれに到達する。先ほどのように軽くチュッチュと触れ合わせていたのは最初だけ。彼の舌先に唇をくすぐられ、反射的に緩めた隙を突いて舌が侵入してきた。

　恋人でない男、それも上司とキスをしている事実が、鼓動を駆け足にしていく。

　歯列をぐるりと舐められ、頬の裏や顎の上下とあますところなく蠢く彼の舌。それは繋がれた指先同様に熱く、絡め取られたひまりの舌に伝染させていく。ぬめりを帯びた口腔内はすぐにふたりの唾液にまみれ、ひまりの唇の端から吐息と一緒に零れていった。

「……っふ、ぁ……」

「もっと舌を出して」

　命じられるままに伸ばした舌は彼の口腔内へ引きずり込まれ、強く吸われては硬く尖らせた舌でしごかれる。

　尊の唇から深い吐息が漏れ、それに煽動されるようにしてひまりの息も上がり、体の温度が急上昇していくのは必然。言葉にならない分、指を絡められた手を握り返し、その熱を尊に伝える。

　人肌が恋しい。心に空いた穴を埋めてほしい。その一心だった。

　それを察したのか、彼の手がキスをしたままひまりの背中に回りワンピースのファスナーを下げていく。ジーッという音が静かな部屋に響き、このあとの行為を想像して緊張が走る。

（待って！）

　そう思うより早くファスナーを下ろしきった手が、今度はひまりの肩先を露わにした。かっちりとしたタイプのワンピースでないため、たやすく両肩が剥き出しになる。

　そのまま止まらずウエストのあたりまで下ろされ、下着が晒された。

　まだ残る理性が、自分の上司にあられもない姿を見せている羞恥心を煽る。下着まで取り払われたら、すべてを彼の目に晒してしまうと焦るが、ひまりに抵抗する権限はない。──この行為自体、ひまりが望んでいるからだ。

　リップ音を立ててキスが解け、彼の唇が顎から首筋を伝いながら下りていく。胸元に唇を這わせながら、彼の手がブラジャーごと胸を覆った。

「ン……」

　長い指の大きな手が両方の胸をゆっくり揉みしだく。時折布の上から頂点をカリカリと擦られ、布越しに唇から熱い息を吹き込まれ、芯を持ちはじめるのが自分でもわかる。

　そこを暴かれたら恥ずかしいと考えたそばからホックを外されてカップが浮き、丸い膨らみがふるんとまろび出た。

「やっ」

　咄嗟に覆うために手を伸ばしたが、尊の一手が先んじる。ダメだよといった調子の手に軽く阻止された。

「隠していたらできないだろう？」

「そうなんですけど……」

理性と本能の狭間で激しく心が揺れる。

「忘れたいんじゃなかったのか？」

「……忘れたいです」

　あんな男なんて。失恋の痛手なんて大した傷じゃないと、本当の意味で笑い飛ばしたい。

「忘れさせてやるから今は俺だけを考えろ」

　熱を帯びた眼差しに射抜かれ、鼓動がトクンと弾む。

「……室長、だけを？」

「そうだ。馬鹿な男など忘れてしまえ。俺を恋人だと思えばすぐだ」

　命令口調なのに限りなく甘い声色だった。まるで愛を囁かれているよう。

「室長が私の……恋人？」

　尊が深く頷く。

　たぶん言葉の綾で言ったに過ぎないだろうが、なんて贅沢な設定なのか。やり手でイケメン御曹司の尊が自分の恋人なんて、誰もが羨むポジションを束の間ひまりに与えてくれると言う。

「だから室長と呼ぶのもナシだ」

「それじゃもしかして……」

　名前で呼べと言うのだろうか。

「尊でいい」

「そんな、恐れ多いです」

　尊敬する上司を本物の恋人でもないのに名前で呼ぶなんてできない。

「これからする行為に比べたら大したことじゃないだろう？」

　言われてハッとした。

　ひまりはこれから、その恐れ多い尊に抱かれようとしているのだ。そんな一大事に比べたら、たしかに彼の言う通りである。

「……ですね」

　反論の余地はない。

「ひまりは聞き分けがいい子だな」

「ひ、ひ……」

　不意打ちで下の名前を呼ばれ、言葉が不自由になる。

　なんて破壊力だろうか。心臓をひと突きされたくらいの衝撃だった。

「大丈夫か？」

　尊がクスッと笑う。

「次はひまりの番だ」

　目が〝ほら〟と言っていた。お膳立てされて嫌だとは言えないし、大胆なお願いをしたひまりが拒むのもおかしいだろう。

「で、では……尊さん」

　言った途端、顔がカーッと熱くなる。恥ずかしくて彼から目を逸らしたため、すぐ目の前で尊が耳をかすかに赤らめたとは気づかなかった。

「それじゃ続けるぞ」

　言うなり尊が丸い膨らみをそっと揉み、わずかに芯を持った頂を舌で舐め上げる。

「ぁっ……！　や、ンッ……」

　名前呼びのどさくさで、露わになっている胸の存在をすっかり忘れていた。

　両方を不規則に揉まれ、揺らされ、尖端に神経が集まっていく。まるで飴玉でも舐めるように舌先で転がされ、ピンと尖り堅くしこっているのが自分でもわかった。

　同時に下腹部に重くじれったい疼きがたまっていく。シーツの上でもがくようにして足をもぞもぞと動かしていたら、尊がウエストでひとまとめになっていたワンピースを脱がせにかかった。

　片手で胸を弄びながら、いとも簡単に足首から引き抜く。ひまりは、いよいよショーツ一枚だけになってしまった。

　心許なくてクロスさせた腿の間に尊の手が割り込んでくる。

「あ、あの、室長っ」

「〝室長〟？」

　咄嗟に肩書きで呼び、咎められる。尊はいたずらっぽく目を細めてひまりを軽く睨んだ。

「……尊さん」

「なにどうした」

「……なんでも、ないです」

　今さら恥じらう場面でもない。ひまりは足の力を抜いて、尊の手を迎え入れた。

　さわさわと探るように内腿に触れていた手が、不意にショーツ越しに割れ目を下から上まで撫でた。

「んんっ」

　気を持たせるようにゆっくりなのがいやらしい。

　ぴたりと張りついた布が意味するのはひとつ。そこが湿り気を帯びている証拠だ。

　尊が感慨深げにわずかな吐息を漏らしたのは、そのせいだろう。

　ショーツをずらし、彼の指が中に侵入する。

「あぁ……ンッ」

「っ……よく濡れてる。胸だけで気持ちよかった？」

　違うと言ったところで体の反応を見れば一目瞭然。ひまりは正直に「はい」と吐息交じりに頷いた。

「素直でよろしい」

　蜜海を泳ぐ指先が、どんどん大胆になっていく。わざとなのか、クチュクチュと音を立て、濡れ具合が嫌でもわかって堪らない。しかしその羞恥がかえってひまりの官能に火をつける。

　襞をかき分け、じわりじわりと指が侵入を果たしていく。今にもその奥に突き立てられるのではないかとドキドキするのは、早くそうしてほしいと期待しているからだろう。

　浅瀬を行き来していた指が一本から二本、三本に増え、そのうちの一本がいよいよ最も秘められた場所にぷつっと沈んだ。

「んん……っ」

　指がぐるりと膣壁を押し、ゆっくりと抽送がはじまる。溢れ出る蜜を掻きだすように指が我が物顔で膣内を占領してしまった。

　じりじりと募っていくもどかしさが、ひまりの呼吸を荒げていく。

「尊さ、ん……、それダメっ」

「ダメなもんか。こんなにタラタラ垂れてくるのに。あぁでも、これだけじゃ物足らないよな」

　上下する胸の尖りを舌で転がされ、秘園のそばでひっそりと息づいていた蕾をカリッと擦られた瞬間、鮮烈な刺激が体中を駆け抜けた。

「あ、やっ……んっ！」

　そのまま秘芽をすりつぶされ、下半身がビクビク震える。決して強くはない、やわらかな指の動きが気持ちいい。

　そうしながら指まで抜き差しされたらひとたまりもない。

「や、やめてっ、イッちゃうから」

　こんな淫らな姿を晒し、さらに絶頂まで迎えそうになるなんて。まだわずかに残る理性が、ひまりにブレーキをかけさせる。

「素直に感じてイッたらいい」

　抽送を繰り返しながら、こりこりにしこった秘珠を入念に擦り続ける。体の中心に愉悦が溜まり、今にも溢れそうになる。

　頭を振り振り、今にも爆ぜそうな快楽を必死に抑える。

「たけ、るさ……っ、いやっ、イク……」

「ほら、イけ。全部俺に委ねろっ」

　さらに動きの早くなる指がひまりをいよいよ追い詰める。二点を同時に攻められ、もはや制御不能。その波に乗る以外に道はなく、せり上がる快楽に体を預ける。

「尊さん、待って、ぁ……やっ」

　無意識にシーツを蹴りながら、頭がとろとろになっていく。もうなにも考えられず、ただ尊から与えられる刺激に支配されていた。

　そして、巧みな指先がひまりの内壁の一点と花芽を擦り上げた瞬間──。

「あぁっ、あああっ！」

　強烈な愉悦が押し寄せ、ひまりを一気に高みへ連れていった。全身がバネにでもなったのかと錯覚するほど跳ねる。

　軽くバウンドするように体がベッドに沈む。それでもまだ下肢はひくひくと痙攣。とても深い絶頂だった。

（すごく気持ちよかった……）

　その余韻に浸っているうちに尊は着ていたシャツを脱いで放り、逞しい上半身を目の前に晒した。

　海で一度見たはずなのに、ベッドの上にいる状況がひまりの鼓動を跳ね上げる。控えめに灯されたライトが生み出す陰影が、尊をより妖艶に映し出した。

　うっとりして見惚れていたら、尊は不意にひまりからショーツを抜き取り、足をくの字に折り曲げた。

「きゃっ」

　思わずそんな声が出たのは、彼にそのまま足を大きく開かれてしまったから。しかし、すでに乱れた姿を見せているのだから抵抗は無意味だ。

　かといって体の中でもっとも恥ずかしい部分を暴かれて平気なはずはなく、両手を胸の前で握りしめひたすら耐える。

　尊の視線を感じていたたまれないのに、それとは裏腹に秘園からあたたかいものが流れる感覚がした。

「あ、あの、尊さん、そんなに見ないでください」

「恥ずかしい？」

　コクコクと頷いて訴える。

「恥ずかしさはセックスの媚薬だな。ひまりのここからどんどん蜜が溢れてくる」

「やっ、言わないでください」

　イッたあとだから、余計にとろけているだろう。

「今、俺が全部舐めるから心配するな」

「もっと恥ずかしいで──あっ……や、ん……」

　最後まで言わせてもらえず嬌声になる。尊がひまりの腰を抱え、そこに顔を埋めたのだ。

　じゅるじゅると卑猥な音を立て、溢れた蜜を吸いはじめる。ひまりよりも熱い舌が上下左右に読めない動きをする。

「あ、あ……尊さっ、や、そんなにしないで……！」

　達したばかりで神経は剥き出し状態だ。

「そう言われても困るな」

　つい腰を引くが、がっちりと押さえられ逃げ場はない。抵抗を見せるほどに艶めかしく蠢くのは気のせいか。舌でなぶられ、さらにとろけた秘窪に今度は指が侵入してくる。

「ンーッ……」

　そうかと思えば、狙いを定めたかのように艶めく秘珠に吸いついた。

「いやぁっ、ンン……あぁっ！」

　腰が軽く浮き、背筋がゾクゾクと痺れる。あちこちで再びくすぶりはじめた疼きが一点に集中し、そこから大きな波が起きる予感がした。

　尊の舌によって皮を剥かれた蕾はぷっくりと腫れ上がり、今にも快楽を放出してしまいそうになる。

「あっ、尊さん……ダメッ、あ……ンッ」

　淫筒を犯す指が一本から二本に増え、くちゅくちゅと淫靡な音を立てて挿入を繰り返す。両方から与えられる刺激がひまりを徐々に追い詰めていった。

「もう、またイッちゃう……尊さんっ、あ、あ、あぁっ」

　腰がひくひくと脈打ち、呼吸が乱れて鼓動が速まる。ずっと猛ダッシュしているような体感がひまりを限界へ導いていく。

「いいよ、イキな」

　激しく挿入される指と高速で秘芽を擦る舌が、ひまりに限界点を突破させた。

「あああああっ!!」

　先ほどの絶頂よりも、さらに強く深い快感だった。なにかがパチンと大きな音を立てて爆ぜ、脱力したように体を投げ出す。

　酸素を求めて上下させる胸。目を閉じ、波間を漂うような浮遊感に身を任せる。ここまで深い快感を前戯で得た経験があっただろうか。

「こんなホテルにも置いてあるんだな」

　ふと尊が呟くのが聞こえ、目を開けると、ボクサーパンツ一枚になった彼が小さな包みを手にしていた。それをひまりに向けてかざす。避妊具だ。

「持ってないから、もしもベッドサイドになければここでストップだと思っていたけど」

　今のふたりを取り巻く事態はひまりはもちろん尊も想定外だろうから、避妊具を準備していなくて当然。逆に彼が持っていたら不信感を覚えたかもしれない。

「よかったです」

「それは俺と最後までしたくて堪らないって意味？」

　的確に突っ込まれてハッとする。ここで止められたら嫌だと思ったのは事実だ。

「……はい」

　素直に答えたら、尊は困ったように鼻を鳴らしてクスッと笑った。

　とんでもない女に関わってしまったと思われたか。

「ごめんなさい、室長がご迷惑ならここで終わりでも大丈夫ですから」

　無理なお願いをしたのは重々承知のうえ。尊がこれ以上はできないと言うのなら、ひまりは従う以外にない。

「迷惑？　そんなことひと言も言ってない」

「困ったように見えたので……」

「それはひまりがかわいいせいだ。それから室長じゃないと言っただろう？」

　セックスをスムーズに運ぶための褒め言葉だとわかっていてもうれしい。

「ありがとうございます」

「こんな状態でお預けなんて、俺だって無理だ」

　彼の指差した先には、ボクサーパンツを押し上げるほど屹立したものがあった。その中身を想像して胸が高鳴る。

（私、いやらしいのかも……）

　これまでそんな自覚はまったくなかったけれど。頬と同様に下腹部がじんわりと熱を持ち、甘い疼きが溜まっていく。

「これを早くひまりの中に埋めたい」

　パンツを脱ぎ捨てた尊の生身の姿を見て、思わず喉の奥を鳴らしてしまった。

　浅黒く、血管が浮き出た様子はまるで彫刻のよう。完成された美しさを前にして無意識にため息が漏れた。想像以上に猛々しい逸物は今にもはち切れそうなほどだ。

　素早く避妊具を装着した尊がひまりの足を開かせ、腰をぐっと引き寄せる。瞬間、彼の切っ先が泥濘にあたり、その剛健さに子宮がきゅうっと収縮する気がした。

　ひまりの蜜をまぶすように熱杭をスライドさせ、それが敏感な蕾を刺激するごとに体がピクピクと反応する。

「ん……ぁ、ハァ……」

　まだ挿れていないのに、彼自身もドクドクと脈を打っている。

「まずいな……、っ、これだけでも相当気持ちいい。ひまりも？」

「は、い。……でも」

「早く挿れてほしいか」

　コクンと頷いて答える。そう問いかける尊の声も情欲にまみれていた。

　彼が欲しくて欲しくて堪らない。

（相手は上司なのに……。私、どうなっちゃうの？）

　こんなに極まり、欲するのははじめて。切実な目で彼に訴えた。

「ほんとにキミという女ひとは……」

　いやらしすぎて呆れられたのかもしれない。尊は憂いを帯びたため息を漏らしながら、いったん引いた腰をひまりに押しつけた。

「好きなだけ乱れろ……っ」

　二度、三度と擦り上げ、蜜窟に沈める。

　逞しい雄身がひまりの蜜壁を押し広げ、じわりじわりと奥へ進んでいく。

「あ……っ、ん……」

　憧れの存在でしかなかった尊が今、自分と淫らに交わろうとしている。

　ゆっくり着実にひまりの最奥まで押し入ってきた。

（室長が……私の中に……！）

　圧倒的な存在感を持った彼の逸物は、ひまりの中に納まった瞬間、ドクンと脈を打った。

「ひまりの膣な内か……すごい。気持ちがよすぎて挿れただけでイきそうだ。……っく」

　尊は困ったように声を上ずらせながら、それでいてうれしそうに微笑み、最後にぐっと腰を穿った。

「あぁんっ……奥にっ」

　たとえようのない気持ちよさが全身を貫いた。その衝撃でぶるりと震えたひまりを抱きしめるように尊が体を倒し、ふたりがぴたりと重なる。

　繋がった部分からとろけていく心地よさが全身に広がり、膣奥が痺れてたまらない。そこにないはずの愛を感じるのは、部下を癒してあげたい尊の思いやりのせいだろう。

「動くぞ」

　尊がゆっくりと腰を揺すりはじめる。すでに下腹部に生まれていた熱は、重なり合った恥骨を押し当てられ、その温度を上げていく。

　彼の腰つきが大きく速くなり、穿つたびに奥を掻き混ぜられ、加速度をつけて熱せられた。

「あっ……やっ、ん……ハァ、ぁ……っ」

　自然と漏れる吐息が止まらず、甘い。憧れの上司と淫らに繋がるあり得ない事態が、ひまりをより感じさせるのかもしれない。

「……膣内が蠢いて、すごい……吸いついてくるな。……今、もっとよくしてやる」

　抱きしめていたのでは動きが制限されるのか。尊は体を起こし、ひまりの両腿を抱え、腰をさらに引き寄せた。

「やっ、そこ……ダメェっ」

　先ほどよりも強く最深を突かれ、強烈な疼きがひまりを襲う。

「ダメじゃないだろ。引きちぎられるんじゃないかってくらい締められたぞ」

　ゆるゆるとはじまった律動が徐々に激しくなっていく。

「そん、な……引きちぎるなんて……しません、からぁっ、ぁ……ん」

「奥がヒクヒクいってる」

　あとからあとから生まれる快感に理性が飛ばされるのも時間の問題かもしれない。

　痺れるような感覚が断続的に訪れ、頭の中が白みかける。

「クズ男のことなど忘れろっ」

　吐き捨てるように乱暴な口調だった。その言葉とは裏腹に与えられる快楽は優しく、それでいて滾るほど熱い。

　そして尊のその言葉を聞くまで、俊成の存在は頭から抜けていた。

「……そんなこと……言わない、で……っ」

　ひまりをどん底に突き落とした男など思い出したくない。今は、今だけはなにもかも忘れて、ただただ悦楽を貪りたいのだ。

「忘れたく……ないとでも言うのか」

　尊の声に切なさが滲むのはどうして。

「ちがっ、そうじゃ……なく、て……」

「じゃあ、なんだっ」

　詰問しながら尊の抽送が速まり、答えるどころではなくなる。

「やぁっ、あっ、……ハァ、ンンっ、やっ、尊さ……」

　いやいやをするように顔を左右に振り、髪が乱れる。尊の雄身に容赦なく快楽を与え続けられ、ひまりは前後不覚の事態に陥った。

「もう、ダメ……イッちゃう、尊さんっ」

「忘れると誓うか？」

「ち、誓いますっ、誓いますから……お願い、やめない……でっ」

　ここでストップすると言いだすのではないかと焦り、慌てて懇願する。切羽詰まるほど、尊との愉悦に浸っていたかった。

　尊はいったん体を倒して荒々しくひまりの唇を貪ったかと思えば、再び激しく腰を振りだす。

　忘れろ。全部忘れて、俺だけを感じろ。ほかの誰も見るな。

　そう言われているような気がするのはひまりの勝手な妄想に過ぎない。尊はただ、ひまりを失恋の痛みから解放しようとしているだけだ。

　そう思い込もうとするのに、彼から送られる眼差しが熱くて、愛を語らわれているように錯覚する。

「たけ、る……さん……」

　無意識に情感を込めて名前を呼ぶ。まるでうわ言。なのに甘く切ない声はひまり自身の胸も震わせた。

「ひまりっ」

　それに呼応するように尊はひまりの名を囁き、ありったけの熱を押し込むように抽送を繰り返す。

　理性をかなぐり捨て、今ここにある熱に存分に溺れるだけ。

「尊さんっ！」

「っ……く、ひま……っ」

　尊の獣じみた吐息がひまりをさらに乱れさせる。

　もっと強く。もっと激しく。

　淫らに交わって、悲しい過去は忘我の果てに……。

「あぁっ、もう……っ、あああああ────！」

　猛烈な勢いで襲いかかった快感が、ひまりの体の中心で爆ぜる。経験したこともないほど強い痺れは、ひまりの全身に痙攣を起こさせた。

　同時に、尊はぴたりと動きを止め、短い呻き声とともにドクンドクンと熱杭から熱いものをほとばしらせる。

　薄い被膜越しでもわかるほど熱いそれは、ひまりを幸せな気分に浸らせた。そこに愛があるわけではないのに。

　極限の快感を経験したせいか、目の前が遠く霞んでいく。意識を手放したくはないのに、手放したら楽になれるという狭間を行き来しながら、微かに尊がひまりを呼ぶ声がした。

「まり……ひまり……」

　そのあとに尊が切なげに呟いた〝もう誰にも渡さない〟という言葉は、ひまりの耳に届かなかった。

　

　翌朝、ひまりの部屋の前で、尊が足を止めて振り返る。

「最後まで一緒にいてやれなくて悪いな」

「そんな、大丈夫です。お忙しいのにありがとうございました。それと……昨夜は本当にご迷惑を……」

　両手を前で揃え、もじもじしながら伝える。尊の顔も見られない。

　思い出すのも恥ずかしいくらいに乱れ、求めてしまった。

「心配するな。休暇が終わったらちゃんと仕事に出てこいよ。元気な顔で出勤してくるのを待ってる」

　ポンと頭を撫でられ、弾みで顔を上げる。とても優しくて眩しい笑顔がそこにあり、鼓動が跳ねた。

「じゃ、行くからな」

「はい、お気をつけて。お仕事頑張ってください」

　ひまりに背を向けた尊は手をひらりと振ってから歩き出した。その背中が見えなくなるまで見送り、大きく深呼吸をする。

　気が済むまで泣き、尊に優しく、そして激しく抱かれたおかげか、ひまりはとても晴れやかな気持ちになっていた。結婚式直前に花婿に逃げられたのだから全然へっちゃらではないが、少なくともこの先、ひとりで泣くほど落ち込みはしないだろう。

　そう自信を持って言えるくらい心が軽かった。

　南国の太陽がひまりを容赦なく差す。

（今日も暑くなりそう）

　手をかざして見上げ、ひまりは空に向かって微笑んだ。






取り戻したかに見えた日常







　じりじりと焼けつくような午後の太陽が、大きな荷物を持ったひまりに汗を噴き出させる。

（南国の沖縄よりも東京のほうが暑いってどういうこと？）

　湿気だとか気分的なものもあるのかもしれないが、心の中で悪態をつきながら横断歩道を渡る。新婚旅行、もとい傷心旅行から帰ったひまりは高校時代からの友人、立たち木き美み穂ほ子こに会うために、ふたりでよく行くカフェへ向かっていた。

　尊が沖縄を発ったあとの三日間は、のんびりホテルのプールや部屋で過ごしたり、水族館にも足を延ばしたりした。お土産を買うために街にも繰り出し、ひとりにしてはなかなか精力的に動いたほうではないだろうか。

　尊のおかげで俊成を思い出さず心穏やかに過ごせたし、楽しい旅行になったのは間違いない。

　休暇は今日を含めて残り四日。破談になる前にはその間に彼の住むマンションへ越す予定だったが、それもなくなったためなにをして過ごそうかと考えながらカフェのドアを開ける。クーラーで冷やされた空気がひまりの頬をかすめ、思わず「わぁ涼しい」と呟いた。生き返った心地だ。

「いらっしゃいませ。おひとり様ですか？」

「いえ、待ち合わせなんですが……」

　スタッフに声を掛けられ、ひまりが店の中を見渡すと、先に着いていた美穂子が窓際のテーブルで手をあげた。

　パーマのかかったショートカットが窓から差し込む光で透ける。大きな目に大きな口がチャーミングな友人だ。

　スタッフの案内を断り、ひとりで彼女の元へ向かう。

「お待たせ」

「さすがに日に焼けたねー」

　向かいに腰を下ろしたひまりを美穂子がまじまじと見る。

「えっ、ほんと？　ちゃんと日焼け止め塗ったんだけどな」

「休暇はまだ残ってるんでしょ？　だったらうちの店においで。日焼けはきちんとケアしておかないと歳を重ねてから苦労するよー？」

　目を細めて美穂子が脅す。

　エステティシャンとして働く彼女にはブライダルエステもお願いしていた。そのコースも挙式前日のスペシャルケアを残したままだ。

「あと一回分、コースが残っていたでしょ？　それを使ったらどう？」

「ブライダルじゃないのにいいの？」

「いいも悪いも、支払いは済んでるんだし全然問題ない」

「ほんとに？　助かるな」

　美穂子は早速スマートフォンを取り出して、予約の確認をはじめた。

「明後日なら私が担当できるよ。午後でよければ」

「それでお願いします。ありがと」

「傷ついた友人は放っておけませんから。それに……」

　スタッフがひまりの前にお冷を置く。ご注文は？と聞かれ、揃ってアイスカフェラテを頼んだ。

「ほんっとうにごめん！　私が俊成くんを紹介しなければ、ひまりもこんな目に遭わなかったのに」

　美穂子は両手を顔の前で合わせて目をぎゅっと瞑った。必死に神頼みしているような形相だ。

「やだな、美穂子が悪いわけじゃないから」

　俊成だけが悪いわけでもなく、彼を引き止めておける魅力がなかったひまりにも責任は少なからずある。

「美穂子が気にする必要は全然ないよ」

　美穂子が、手を合わせたまま片方の目だけを開けてひまりの様子を伺う。

「……ほんとに？」

「本当に」

　ひまりが念押ししたら、美穂子は重い荷物を肩から下ろしたかのようにふぅっと息を吐いた。

　運ばれてきたアイスカフェラテで喉を潤し、持ってきたお土産をテーブルの上に広げる。

「これはちんすこう。あ、プレーンだけじゃなくていろんな味があるからね。紅いもタルトも買っちゃった。それとこれは水族館で買ったイルカのキーホルダーで、こっちは琉球ガラスのグラス。ビールでも飲んでね。それとこっちがホテルの売店で打ってたＴシャツ。私とお揃い。ふふ」

「すごい量なんだけど」

　あれこれ取り出して並べたらテーブルがいっぱいになってしまった。ついいろいろと手を出した結果だ。

「……ね、ひまり、私の気のせいだったらごめんね。なんだかすっきりした感じ？」

「え？」

「いや、もっと落ち込んでるかと思って、今日は励ます気満々で来たんだけど。それとも強がってるだけ？」

　美穂子が不思議そうに目をまたたかせ、首を傾げて見つめる。

「うん、吹っ切れたみたい。もちろん俊成くんを許せるとまではいかないけどね」

　少なくとも〝好き〟ではなくなった。沖縄の真っ青な空と海に放り投げ、綺麗さっぱり清々しいほどに。

「許さなくていいよ、あんなヤツ。闇討ちして八つ裂きにしてやりたいもん」

　ずいぶんと物騒な話になってきた。

　美穂子がきらりと光るものを手に物陰から俊成を狙うような、時代劇の一幕を想像して笑いが込み上げる。

「美穂子が手を汚す必要はないからね」

「だってほんっとにっくらしい」

　苦々しい顔で実感を込める美穂子をうれしい想いで見つめる。一緒に恨んでくれる友達を持って幸せだ。

「ありがとう、美穂子」

「あ！　もしかして沖縄でなにかいいことでもあった？」

　ギクッとしてストローを持った手を止める。

「イケメンに出会ったとか、素敵な老紳士に〝私の遺産はすべてあなたに〟って言われたとか」

「飛躍しすぎ」

「ふふ。でも吹っ切れるきっかけがあったのはたしかでしょ」

　なんて鋭いのか。高校時代から続く長い付き合いとはいえ、ひまりのことはお見通しなのだとしたらすごい。

　ぐっと言葉に詰まるひまりに美穂子が顔を近づける。

「やっぱりなにかあったでしょ」

　にやりと笑った顔は、ひまりが白状する前から確証を掴んでいるかのように自信満々だ。洗いざらい白状しなさいと、その目が言っている。

「お姉さんに話してごらんなさい」

　おどけながらも頬杖を突く姿は余裕があり、全部わかっているのよと言われている気になる。

「ひーまりちゃん」

　抑揚をつけて名前を呼ばれ、誤魔化すのは無理だと観念した。カフェラテで喉を潤してから、ゆっくり口を開く。

「……じつは、上司が沖縄に来てくれて」

「上司って、例のイケメン？　ストレイドパートナーズの御曹司の？」

　うんと頷く。

　美穂子にもその手の話はしていたため、彼の情報が彼女からさらっと出てくる。

「沖縄に出張……ってわけではなさそうだね」

「私が冗談で『一緒に行きませんか』って言ったのを本気にして……」

「ひまりが心配で追いかけていったわけだ。で、一夜を共にしたと」

「うん……って、あっ、違うの、そうじゃなくって」

　うっかり肯定してしまい、慌てて訂正する。そこまで白状するつもりはなかったのに、流れですんなり頷くなんて迂闊だ。

「まぁ、ひまりが話したくないっていうのなら無理には聞かないけど。ただでさえつらい思いしたんだもんね。私はひまりが楽になったのなら、それでいいからさ」

　美穂子は「なにかスイーツでも食べようかな」と言いながらメニューを開いた。興味本位で旅行での出来事を聞きたいわけではないのだ。本気でひまりを心配して、自分にも責任があると感じているのだろう。

「ひまりもなにか食べる？」

「あ、うん、それじゃケーキでも食べようかな」

　メニューにあるチョココーヒー味のベイクドタルトを指差す。美穂子は「私もそれにしよう」と店のスタッフを呼び、ふたつ注文した。

「美穂子、ごめん。正直に話すね」

「え？　いいよ、無理に聞き出したくない。私こそごめん」

「ううん、美穂子に聞いてほしいの」

　親友だからこそ聞いてもらいたい。

「それじゃ遠慮なく聞かせてもらおうかな」

　美穂子はどこか居住まいを正すようにして、ひまりを真っすぐ見た。

　聞いてと言ったくせに、センセーショナルな出来事はすんなり言葉に出てこない。一度大きく深呼吸をして気持ちを落ち着かせた。

　尊が現れたときのこと、楽しい時間を過ごしたこと、一夜を共にしたきっかけを順序立てて話していく。

　こうして改めて思い返してみると、心から尊に救われたのだと思わされる。彼が来てくれなかったら、沖縄で過ごす四日間はただただ暗く寂しいものだったろう。俊成への恨みつらみを募らせたまま、ホテルの部屋から一歩も出ずに終わっていた可能性が高い。

　今、ひまりが笑っていられるのは尊のおかげだ。

「そっか、優しい上司だね」

「部下想いだよね」

　ひまりが沖縄で落ち込むのを見越して、東京からはるばる駆けつけてくれたのだから。

「それだけじゃないとは思うけどね」

「それだけじゃないって？」

「下心はあったでしょ」

「まさか！　宝生室長はそんな人じゃないからっ」

　テーブルに身を乗り出し、つい大きな声で否定する。尊は下心を持って人に近づくような人間ではない。

「そうかなぁ」

「だってね、もしもそんな気持ちでいたのだとしたら、ちゃんと自分でアレを用意してるはずでしょう？」

「アレって？」

〝避妊具〟

　声に出すのは恥ずかしいため口パクで答える。

　やる気満々、セックス前提で沖縄へ飛んだのだとしたら、ポケットに忍ばせていたはずだ。それもひとつふたつではなく、いくつも。

　あの夜は、ホテルにただひとつだけ置いてあった避妊具を使っておしまい。そのあとは朝までひまりを抱きしめて寝てくれた。

「そっちじゃなくて、ひまりを好きなんじゃないかって言いたいの」

「……へ？」

　想定外の発言だったため間抜けな声が口から零れる。

「そうじゃなきゃ沖縄まで追いかけないでしょ。それも一泊の強行日程でしょう？　部下想いのレベルとは違う」

「やだな、まさか」

　尊がひまりを好きだなんて想像もつかない。俊成に振られた女が、極上のセレブリティから想いを寄せられるわけがないのだ。非現実的すぎる。

「好きとも言われてないし」

「言われたけど、ひまりが気づいてないだけとか」

「ううん、本当に言われてないよ。傷ついた部下を放っておけなくて慰めてくれただけ」

　本音を言えば、愛を感じるセックスにそんな幻想を抱かなかったわけではない。でも、尊の気持ちを期待して、勘違いだとわかったときに辛い思いをするのは明白。もう誰かを好きになって傷つきたくない。

「大変お待たせいたしました」

　軽やかな声の女性スタッフがベイクドタルトの載ったプレートをテーブルに置く。生クリームがたっぷりかかり、いろんなベリーがトッピングされたＳＮＳ映えも期待できる一品だ。

「おいしそう！」

　美穂子の興味も一気にそちらに向かい、ふたり揃ってニコニコ顔でタルトにフォークを入れる。そのあとも尊の話でもちきりだったが、ひまりの中で部下想いの上司の称号は覆りはしなかった。

　

　十日間の休暇が明けた久しぶりの出勤は、お盆休みや年末年始の休み明けとは違い、ひとりだけ置いてきぼりをされたような感覚がある。そのうえ、ちょっとした緊張もひまりにもたらせていた。

　なにしろ上司と一夜限りの関係を持ってしまったのだから、平常心を言い聞かせてもそう簡単にはいかない。

（あの夜は夢の中の出来事のようなもの。室長とはこれまでとなにも変わらないの。上司と部下、上司と部下……）

　心の中で何度も念じ、左手にお土産をたくさん詰めた紙袋を提げてコンサル事業室のブースに足を踏み入れた。

「おはようございます。長期のお休みをいただいてすみませんでした。また今日からよろしくお願いします」

　頭を下げてにこやかな笑みを浮かべる。

　同期の仲間にも報告をしたため、ひまりの結婚がダメになった話はおそらく社内中のみんなの耳に入っているだろう。休暇でひまりが留守にしていたうちに、噂が拡散されたのは想像にたやすい。

「音羽さん……少し焼けた、かな？」

「沖縄でその……ゆっくりしてきた？」

　部署内のみんなから声を掛けられるものの、どう接したらいいのかわからない様子がひしひしと伝わってくる。いっそ破談になった経緯でもはっきり聞いてくれたほうが気は楽なのに、腫れ物に触るような感じといったらいいのか。気を使われているのがわかって辛い。

　そんな空気を払しょくするべく、お土産のちんすこうをデスクに配り歩く。

　いつもお世話になっている隣の席のふたつ年上の先輩、石いし倉くら由ゆ香かには箱ごと手渡した。

「えっ、これ丸ごと？　いいの？」

「由香さんにはいろいろよくしていただいていますから」

「じゃ、遠慮なく。ありがとうね。ところで大丈夫？」

「はい、なんとか。またがんばりますね」

　彼女だけはいつもと変わらない対応でホッとする。

　曇りのない笑顔を浮かべられるのは尊のおかげだ。その上司の元へも向かう。

　本来であれば真っ先に回らなければならない相手だが、顔を合わせづらく最後にしてしまった。

「室長はなに味がよろしいですか？」

　尊のデスクで抱えた袋を見せる。プレーンはもちろん、塩にチョコ、紅芋も黒糖もあり、種類も盛りだくさんだ。

　お世話になった尊にも由香のように箱ごと渡したい気持ちだったが、みんなの手前できない。

「じゃ、これを」

　尊が選んだのは黒糖だった。

「こっちもおいしいので食べてみてください」

　チョコと紅芋も一緒に手渡す。

「選ばせる意味はあったのか？」

「……ないですね。すみません」

　肩をすくめると、尊はわずかに目を細めた。

　ほかの同僚たちとは違い、いつもの仕事モード。真顔の彼は旅行前となんら変わらない。

（たぶんこの調子で今までみたいに話せるよね）

　頭を下げて自分のデスクへ戻った。

　

　コンサル事業室でのひまりの担当のひとつに、外部から要求のあったコンサル内容に見合ったコンサルタントを配置する仕事がある。

　休暇中はほかのメンバーが代わりに受けていたため、その引継ぎとコンサルタントへの中継で午前中が過ぎ去った。

　ランチを挟んで午後も引き続き同じ業務に取り組んでいたら、尊に声を掛けられた。

「音羽、出かけるぞ」

「……あ、はい。いってらっしゃいませ」

　ほかにもメンバーはいるのに、なぜひまりにだけわざわざ声を掛けるのだろうと思いつつ、軽く頭を下げる。

「そうじゃない。音羽も一緒に行くんだよ」

「え？　私も、ですか？」

　自分の胸を指差して聞き返す。

　このあと、尊はたしか都心部で幼児向けの英会話教室を開いているクレストイングリッシュという会社へヒアリングに向かう予定だ。

　ここ数年、生徒数の減少に歯止めが効かないらしく、まだ正式な契約は結んでいないが、どういったコンサルができるか提案するための打ち合わせである。

「そう、キミも。いつもオフィス漬けだから、たまには外に出るのもいいだろう。ほら行くぞ」

「あ、ま、待ってくださいっ」

　ひまりは急いでパソコンをシャットダウンし、後ろにあるキャビネットからバッグを取り出した。

「ちょっと室長に同行してきます！」

　肩越しにみんなにそう告げ、尊を追いかける。彼はエレベーターを止めて、ひまりを待っていた。

「すみません、お待たせしました」

　飛び乗ったそこには尊とひまりだけ。ふたりを乗せて階下へ向かっていく。

「みんなに気を使わせてしまうので連れ出していただいて助かりました。結婚のことなら私は全然へっちゃらなんですけど」

「元気そうでなによりだ」

「室長のおかげです。改めて、本当にありがとうございました」

　ひまりがお礼を言うのと、エレベーターが一階に着いて軽い音が鳴るのとが同時だった。

　予め手配していたのか、ビルの前に停車していたストレイドパートナーズ専属のハイヤーに乗り込む。

　事務全般を担当するひまりが、こうしてコンサルタントに同行するのははじめて。どういう話し合いをするのかは非常に興味がある。

　尊はブリーフケースからタブレットを取り出した。チラッと横目で見たら、これから訪問するクレストイングリッシュの資料が表示されている。ひまりが作成して預けたものだ。

　尊にメールで送ったのはもう二週間も前だから、再確認といったところか。

　盗み見た真剣な横顔は通常モード。ふたりの間に過ちが起きたなんてとても思えない様子だ。

　対してひまりはチラチラと尊を伺い、ぎこちなさが満点。あの夜限りだと割り切っていたくせに、いつもと変わらない彼にホッとする反面、一抹の寂しさも感じていた。

（失恋したばかりのくせに、室長に心を揺らすなんてどうかしてるでしょ）

　あまりにも簡単すぎる自分が情けない。

　気持ちを切り替えるために、会社を出るときに慌てて手にしたクリアファイルから紙の束を取り出す。それは尊に提出したものと同じ、クレストイングリッシュの資料だった。

　

　車に揺られること三十分。ひまりたちはクレストイングリッシュが本部を構える五階建てビルの前に降り立った。

　エントランスを入ると左手にスクールがあり、ガラスの丸窓から子どもたちの姿が見える。それを横目にエレベーターに乗り二階を目指した。

「私が一緒でも大丈夫なんでしょうか」

　ここまでついてきたのはいいが、いきなり不安になる。

「心配するな。先方にも伝えてある」

　となると、会社でひまりに声を掛ける前から伝えていたのだろう。もしかしたら午前中にひまりが居心地の悪い思いをしているのを感じ取り、午後から連れ出そうと考えてくれたのかもしれない。

「ありがとうございます」

　お礼を言ったら、尊は目礼だけで返してきた。

　エレベーターを降り、受付ブースにある電話で内線をかける。ほどなくして現れた女性に応接室へ案内された。

　数分後、クレストイングリッシュの社長、三み笠かさが現れる。年齢は四十代前半。ふわっとしたパーマヘアに目尻の下がった柔和な顔立ちをした男性だ。

　名刺交換をしてお互いに名乗り合い、ソファに腰を下ろす。

「ストレイドパートナーズさんのお噂はかねがね聞いておりますよ。中でもコンサルタントの中核でいらっしゃる宝生室長はかなりのやり手だと」

「ありがとうございます。噂がひとり歩きしていなければいいのですが」

　謙遜して穏やかな笑みを浮かべて続ける。

「一階には教室も併設されているんですね」

「ええ。クレストイングリッシュの中で一番古い教室になります」

「応接室へ案内していただいたのに恐縮ですが、まずはレッスンの様子を拝見させていただけませんか？」

「レッスンですか？　ええ、もちろんそれは構いませんが……」

　すぐに打ち合せをはじめるのだとばかり思ったが、そうではないらしい。

　意外に思ったのはひまりだけではない。三笠も一瞬〝えっ？〟と目を見開いた。

「では参りましょうか」

　上がってきたばかりのエレベーターにもう一度乗り込み、階下を目指す。

　先ほど通ってきたエントランス近くにある教室では、未就学児のレッスンが行われていた。音楽に合わせて果物の名前を英語でリズミカルに口ずさむ。

　三歳から五歳くらいだろうか、椅子に座っていた男の子と女の子半々の生徒六人がドアから入ったひまりたちのほうを一斉に振り返った。

「だぁれ？」

「なにしにきたのー？」

　邪魔しないようにそっと入ったつもりだが、大人が一度に三人も入室すれば気になるのも当然だろう。

　ホワイトボードのそばに立つ二十代の男性講師は、流れている軽快な音楽とは不釣り合いな覇気のない顔だ。声に張りもない。体を揺らしてはいるが、リズムにも全然乗れていない。

（あんな調子で大丈夫なのかな……？）

　しばらくレッスンを見守っていたが、よくよく心配になったひまりが尊を見上げたときだった。

「選手交代！」

　尊は突然、宣誓のように手をあげ、スーツのジャケットを脱いで前に進み出た。

（室長？　選手交代って……？）

　まさか講師を交代するつもりだろうか。

　ひまりは三笠とふたり、目をまたたかせた。

「ちょっと私にやらせていただけませんか」

〝まさか〟が現実のものになる。尊は講師を替われと要求した。

（ほ、本気ですか!?　室長、無理です、ダメですよー！）

　なにしろ普段の尊は真顔一択。それだけに留まらず、鋭い部類の涼しげな眼光は初対面の大人でも一瞬怯むほど。子どもには刺激が強すぎる、いや、怖がらせてしまうのではないか。

　しかし当然ながら、ひまりの心の叫びが尊に届くはずもなく……。

「えっ、あ、はい……」

　呆気にとられたような顔をした講師は、尊にその場所を明け渡した。

『みんな、こんにちはー！　お兄さんと一緒に英語を学ぼうね！』

　尊が英語で子どもたちにハイテンションで語り掛ける。しかも見たこともないほどの満面の笑み。笑顔が弾けた。

（室長が笑ってる……！）

　信じられない光景を前にして、ひまりは口をポカンと開けた。沖縄で見た笑顔を仕事中に目にできるなんて想定外。それも子どもを相手にして。

　尊はリズムに乗り、果物の名前を身振り手振りを加えながら次々と英語で連呼する。最初は〝誰？〟といった表情をしていた子どもたちだったが、尊のオーバーアクションに次第に興味を示し、大きな声で応えはじめた。先ほどまでローテンションだった教室内の空気がガラッと変わる。

「子どもたちの目が変わりましたね」

　三笠が感心したように声を漏らす。

　講師が尊にバトンタッチしただけで、返ってくる反応がまったく違うものになった。幼い子どもだから余計に変化が顕著なのかもしれない。楽しければ楽しい、つまらないものはつまらないと、素直なリアクションになるだろう。

　尊は隣で所在なく立っていた講師も巻き込みながら、絵の描かれたカードやホワイトボードを使い、〝にわか講師〟として存分に力を発揮する。

　ひまりはその意外性に驚かされながら、子どもたちに楽しそうに教える尊を尊敬のまなざしで見つめた。

　

　レッスン終了後、打ち合わせを終えたふたりはクレストイングリッシュをあとにした。

「室長があんなふうに子どもに接するなんてびっくりしました」

　ひまりたちが乗り込み、ハイヤーが静かに走りだす。

「なんだ、強面の俺じゃ子どもたちが泣くんじゃないかと心配だったか？」

「ち、違いますっ……けど、そうです」

「どっちだ」

　一度否定してから素直に認めたひまりに尊がクスッと笑みを零す。

「これでも教育学部卒。教員免許も持ってる」

「ええっ、そうなんですか！」

「そんなに驚くか？」

「……すみません。ちょっとイメージと違うので」

　シュンと肩を下げて謝る。

　でも、だからこそ優秀なコンサルタントとして幅広い活躍ができるのだろう。教え方の基礎ができているからだ。

「だけど、さっきの講師はいくらなんでもないだろう」

「そうですね。子どもに教えるのには不向きかもしれませんね」

　三笠によると、子どもに嫌われたくないためおどおどした教え方になっていると言う。生徒数を減らしたくない気持ちがマイナスに働いてしまうのかもしれない。

　近年の新しい学習指導要領で五年生から英語が正式な教科になったため、今後さらに需要が高まりそうなのがキッズの英語教室。大手の英会話教室も教育産業も、まったくの異業種もビジネスチャンス到来とみて、短期間で成長が見込める分野に続々参入している。

　尊によれば、幼児、子供向け英会話では、子どもたちがレッスンを続けられるかどうかが親にとって大切であり、通いやすさと先生の質が重要視されていると言う。先生の実績や学習効果だけでなく、親しみやすい、信頼できる先生がいる点を打ち出していくのがいいのだとか。

　打ち合わせでそのあたりの話をしつつ、今後の方向性を提案し、クレストイングリッシュの感触は上々。正式な契約は後日になるが、はじめての訪問で契約の意向を得られるまで漕ぎつけるあたりは、さすが尊である。

　車に揺られながら、ふと思い出してバッグの中を漁る。取り出した小さな包みを尊に差し出した。

「室長、これ、お土産です」

「土産？　それならさっきもらったが」

　ちんすこうのことを言っているのだろう。

「あれとはべつです。これも受け取ってください」

「サンキュ」

　尊はひまりの顔と包みを交互に見てから受け取り、すぐさま開封しはじめた。

　中から出てきたのは琉球ガラスのキーホルダー。ブルーのマーブル模様が涼しげで、ひと目で気に入ったドロップ型のキーホルダーだ。

「じつは私と色違いなんです」

「へぇ、綺麗だな」

　顔の前でゆらゆらと揺らして眺める。

「もらっても使わないかなと思ったんですけど」

「いや、せっかくだからここに付けよう」

　尊はブリーフケースの持ち手に早速それを取りつけた。

「なかなかいいじゃないか」

「ありがとうございます」

「お礼を言うのは俺のほうだろ。ありがとう」

　面と向かって言われ、なんだかとても気恥ずかしい。それは沖縄での一夜があったせいにほかならない。

「それと室長、今度お食事をご馳走させてください」

「デートの誘いか？」

「ち、違いますっ。この前のお礼です」

　慌てて首を横に振る。遠い沖縄まで飛び、ひまりを元気づけてくれたお礼をどうしてもしたかった。断じてデートの誘いではない。

「そんなの気にするなと言いたいところだが、音羽に誘われたらノーとは言えないな」

　尊がサラッと意味深なことを言う。それも微かに笑みを浮かべた流し目がひまりを射貫き、ドクンと鼓動が跳ねた。

「で、ではその件はまたのちほど……」

　頼りなく視線を揺らしながら、ひまりはおずおずと前を向いた。







告白に心乱されて








　休暇を終えて復帰してから二週間。日が経つにつれ、コンサル事業室のメンバーのひまりへの〝腫れ物扱い〟は減り、以前と変わらなくなってきた。社内を歩けば『結婚が破談になった人だよね』と耳に痛い囁き声が聞こえるときもあるが、少なくともひまりの回りには日常が戻りつつある。

　休憩室で由香とお昼を食べ終えたひまりはコンサル事業室に戻る途中、昨夜、尊とやり取りをしたメッセージを読み返して頭を悩ませていた。ようやく破談前の落ち着きを取り戻しはじめ、そろそろ尊に沖縄のお礼をしようと食事に誘ったはいいが、彼をどこへ招待したらいいのか決めかねている。

　昨夜、彼からは【了解】と簡潔な返信が届いたきり。約束は今夜である。

（うーん、どうしよう。室長みたいなセレブを連れていけるようなレストランは知らないし……）

　室長の肩書きだけでなく、彼はストレイドパートナーズの御曹司。ひまりの生活圏とはまるで別世界だろう。

　スマートフォンであれこれ検索してみるが〝高級〟で出てくる店は、どこも値段を見てため息が出てくる。かといって普段、美穂子とよく行く店はカジュアルすぎる気がしてならない。

（お礼なんだからケチったら失礼かな。……そうだよね、室長は沖縄まで来てくれたんだもん。よし、ここにしよう）

　店の雰囲気も値段も、ひまりから見たら〝超〟がつくほど高級なフレンチレストランを予約しようと決めたときだった。メッセージアプリが新着メールを知らせて小さな音を立てる。

「あっ、室長だ」

　思わず呟きながらメッセージを開く。

【レストランが決まっていなければ俺のほうで手配するけど】

　悩んでいるのを見られていたのではないかと思わせる内容だったため、スマートフォンから顔を上げて周りをキョロキョロと見回した。しかしどこにも彼の姿はなく、隣を歩いていた由香に〝どうかした？〟と見られておしまい。

　なんでもない素振りで急いで目線を戻し、返信をする。

　せっかくなら尊が良いと思った店のほうが、お礼として成立するだろう。

【ありがとうございます。よろしくお願いします。あ、でもお支払いは私にさせてくださいね】

　ある程度の額は覚悟しつつ送信。店の心配がなくなりホッと息をついた。

　

　その日の夕方、仕事を終えたひまりは尊に指定された場所で彼を待っていた。会社を出て駅とは反対方向に数百メートル歩いた都市銀の前である。

　会社の人の目が気になるひまりにとって、そんな気遣いはとてもありがたい。相手は上司だし、結婚がダメになったばかりなのにべつの男に乗り換えるのかと妙な勘繰りをされても困る。

　そしてそれは彼にとっても同じはず。ひまりとの関係を誤解されたくないだろうから。

　しばらくして、ひまりの目の前にハザードランプを点滅させた真っ白な車体のＳＵＶが止まる。

（もしかして室長の車？）

　以前、似たような車種に乗っていると尊が部下と話しているのを耳にしていた。

　大きくいかつい車体はいかにも高級そう。ピカピカに磨き上げられたボンネットに街の明かりが反射する。

　助手席のパワーウインドウが下がり「音羽」とひまりを呼ぶ声がした。やはり尊の車のようだ。

　助手席のドアを開け、中に乗り込む。

「お誘いしたのは私のほうなのに、レストランの手配からお迎えまでありがとうございます」

「デートのお誘い、こちらこそありがとう」

「ですからデートではないと……！」

　そう言われると意識してかなわない。どこかおどけた調子の尊にめいっぱい否定したら、彼はふっと鼻から息を漏らして自嘲気味に笑い車を発進させた。

「室長、お車で通勤されるときもあるんですね」

「たまにはね。それに今夜は音羽を自宅まで送っていきたいし」

「そんなお気遣い大丈夫です。電車でもタクシーでも帰れますから」

　帰りの心配までさせたら申し訳ない。

「まぁそう言うな」

「お酒も飲めなくなっちゃいます」

　ひまりも運転免許は持っているが、さすがに代わりに運転します！　とは言えない。こんな高級車のハンドルを握る勇気はないからだ。

「音羽は遠慮しないで飲んだらいい」

「いえ、私のことではなくて。お礼なので室長にお酒を我慢させたくないなって」

「音羽は優しいな。でも心配するな。キミが誘ってくれただけで十分礼に値する」

「と、とんでもないです……」

　ひまりを気遣う言葉に過ぎないとわかっているのに、頬の温度は上昇する。尊は沖縄旅行から引き続き、ひまりを元気づけてくれているだけに過ぎない。

　彼の言葉をそのまま受け取ったら危険だと自分に言い聞かせ、尊の運転する車に揺られた。

　

　しばらくして車が止められたのは郊外の公園のそばにある、三角屋根が印象的な建物の駐車場だった。レンガ造りが洒落ている。賑やかな街中から離れたため、とても静かだ。ライトを灯された看板に〝フレンチレストラン〟とある。

　尊のあとをついて店内に入ると、黒いベストに蝶タイを着けた若い男性スタッフがすぐに出迎えてくれた。尊が名乗るまでもなく「宝生様、お待ちしておりました」と恭しく頭を下げ、予約席へ案内される。

　店内が外から見た印象よりも広いのは、高い天井のせいかもしれない。三角屋根の部分が吹き抜けになっており、三階くらいの高さがあって開放感が抜群だ。

　テーブル同士の間隔がゆったりと広くとってあるため、優雅な雰囲気を感じられるのもいい。控えめな照明の下、各テーブルの上ではランプが揺らめいている。

　ひまりたちが腰を落ち着けたのは窓際のテーブルだった。人気店なのか満席だ。

　向かい合って座った尊が、興味津々に店内を見渡すひまりに声を掛ける。

「フレンチでなにか苦手なものは？」

「なにもありません。なんでもおいしくいただきます」

　首を横に振ってから大きく頷くひまりを見て尊が微笑む。

　メニューをチラッと覗いたが、フランス語で書かれているらしく、ひまりには解読不能だった。おそらく日本語でも小さく書かれているだろうが、料理名を見てもたぶんわからない。

（それにしても高そう……）

　懐事情がちょっぴり不安になるが、カードがあれば大丈夫だろう。

「室長、このお店にはよくいらっしゃるんですか？」

「頻繁ではないけど」

　メニューを見ながら尊が答える。

　たぶん歴代の恋人も連れてきているだろう。きっとどの女性も美しいに違いない。そうそうたる顔ぶれを勝手に思い描いて胸がチクンと痛んだのは、自分がそんな女性たちとは程遠い人間だからだろう。

「さすがですね」

「なにが？」

　尊が不思議そうな目をしてひまりを見たときだった。

「尊、こんばんは」

　フランクな調子で声を掛けてきた女性にふたり揃って顔を上げる。

　長い髪をきっちりとひとつに結んだ彼女は、ぴったりとしたシルエットの黒いツーピースを着ていた。決して濃くはないメイクなのに華やかな顔立ちなのは、元の素材の良さだろう。首元に巻いたスカーフがとてもエレガントだ。

「久しぶりだな、柚ゆず葉は」

　このレストランで働いている人なのか。お互いに呼び捨てにするくらいだから親しい間柄だろう。そう悟って、なぜか気分が翳る。

（……やだな、どうして胸がモヤッとするの）

　自分で自分の反応がわからず困惑した。

「本日はご利用ありがとうございます」

　柚葉と呼ばれた女性の視線がひまりに向けられる。

　慌てて会釈で返したが、笑顔がぎこちなくなってしまった。

「尊の部下さんなんですってね」

　予約の際に部下を連れていくと伝えてあったのだろうか。

「は、はい。いつも宝生室長にはお世話になっております」

「柚葉はこの店のオーナーなんだ」

「そうなんですね」

　働いているスタッフではなく経営者だと聞き、訳もなく敗北感を覚える。

「とても素敵なお店ですね」

「ありがとう」

　美しい笑顔をひまりに向けてから尊にも微笑みかける。尊もまた、会社とは違う和んだ表情を彼女に向けた。

　そんなふたりを見て、感じた引け目の理由に気づく。尊と柚葉がお似合いだからだ。

　次期社長と高級フレンチレストランの経営者であり、どちらも社会的に成功を収めている美男美女。ひまりでは足元にも及ばない女性だから劣等感を抱いたのだろう。

　ひまりが勝手にそう感じているだけだから、柚葉にとってはいい迷惑だ。

「尊、あんまり愛想がよくないから会社で怖がられてない？」

「いえ、そのようなことは」

　ひまりは急いで否定するが……。

「余計なお世話だ」

「辣腕コンサルタントなのに、自分のコンサルは苦手なんじゃないかと思ったの」

「うるさい」

「もう少し笑ったほうがいいと思うけど」

　仲の良さが伺える言い合いがはじまり、ひまりが口を挟む隙はない。ポンポンと続く会話を聞きながら大人しくしている以外になかった。

「それじゃ、ごゆっくりどうぞ」

　にっこり微笑み、会釈をして柚葉が立ち去っていく。入れ替わりでやって来たスタッフに料理の注文を済ませ、ほどなくしてドリンクが運ばれてきた。

　車の運転がある尊に合わせて、ひまりもノンアルのワインだ。

「店が気に入らなかったか？」

　尊が心配そうにひまりに尋ねる。

「えっ？　そんなことないです。こんなにお洒落なお店に連れてきていただいてうれしいです。本当にありがとうございます」

　両手を胸の前で振り、オーバーリアクションで返す。

「そうか？　いきなり元気がなくなった感じがする」

「あ、いえ、ほんとに元気です。ただその……柚葉さんって方と親しいんですね」

（って、私ってばなにを言ってるんだろう）

　焦ってあたふたと視線を泳がせる。

「……それはもしかしてヤキモチ？」

　話題を変えたつもりが、かえってドツボにはまった気がしてならない。

「ち、違います」

　否定に反比例して顔が赤くなっていく。それに気づくと余計に頬が熱くなるからたまらない。

「彼女は大学時代からの友人。特別親しくはないし既婚者だ。この店のシェフが彼女の夫」

「そう、なんですか」

　尊の言葉にホッとする自分に動揺する。

「それに俺にはちゃんと好きな子がいる」

　安堵したのも束の間、尊の口から驚きの発言が飛び出す。

　尊に好きな女性がいると知り、少なからずショックを受ける自分がいた。それはたぶん、沖縄で尊と一線を越えてしまったせいだろう。一夜とはいえ深い関係になった相手への独占欲の類か。身勝手な自分が嫌になる。

「誰だかわからないとか言うなよ」

「……私の知ってる人なんですか」

　だとしたら社内の人間になる。もしかしたらコンサル事業室で一緒に働いている仲間の誰かなのかもしれない。

　そんな女性が心の中にいるのに、ひまりを抱いてよかったのだろうか。それとも男の人は心と体はべつだと聞くから平気なのだろうか。

　ドキドキとモヤモヤが一緒くたになり、ひまりの心臓をいたぶりにかかる。

「それ、本気で言ってるのか？」

「やっぱりコンサル事業室の人ですか？」

　尊から深いため息が漏れ聞こえた。

「なんとも思っていない女性を沖縄まで追いかけるか？」

　尊の驚くべき発言がひまりから言葉を奪う。

（沖縄まで追いかけ……？　え、嘘でしょう）

　心臓が音を立てて大きく弾んだ。

　彼から好意を感じる部分はたしかにあったが、傷心のひまりに対する優しさの一種だと思っていた。尊ほどのハイスペックな男がひまりを好きになるはずがないから。

　うっかり勘違いして、あとで痛い目を見たくないと自分に言い聞かせていた部分もある。

「キミ以外、どこにいる？」

　細めた目がひまりを熱く見つめた。

　尊に指を差されてもうひとつ鼓動が弾む。

「まいったな。こんな形で告白するつもりじゃなかったんだが」

　困ったように鼻に皺を寄せて自嘲気味に笑ってから、もう一度ひまりを真っすぐに見た。

「いい機会だ。これからはセーブしないから覚悟しておいてくれ」

　逃さない。そう言われたようで胸が急速に高鳴っていく。

「どうして……」

〝私なんですか？〟が声にならない。

「沖縄の一件があったからじゃない。以前からキミを好きだった」

　いきなりの宣戦布告。尊は妖艶とも不敵ともいえる笑みを浮かべ、ひまりをじっと見つめた。

（室長が私を……好き？　それも前から？　噓でしょう……）

「最初はまじめに仕事をする子だなって印象だけだったのに、キミの周りへの気配りだとか優しい雰囲気にいつのまにか惹かれてたよ。恋人がいると知って、これでもかなりショックだった」

　尊は呼吸をして一拍置いてから、テーブルの上に組んだ手を置いた。

「そのキミが今、俺の手の届くところにいる。もう諦める必要はないわけだ」

　一字一句、噛みしめるようにゆっくり言う。獲物をロックオンするが如く、狙いが定められた。

　あまりにも非現実的過ぎて思考がついていけない。脳をフル稼働させて尊の言葉を分析しようと試みるが、途中でオーバーフロー。プシューッと音を立てて回路が止まってしまった。

　それからのことはほとんど覚えていない。次々と運ばれてきたフレンチのコースをしっかり味わう余裕はなく、尊との会話もほとんどがうわの空。

　突然の告白はひまりの心を翻弄するだけ翻弄し、気づけばアパートの前に車が止められ、助手席のドアが彼によって開けられていた。

「すみません、ありがとうございます……」

　手を取られ、引き上げられるようにして立たされる。

「あっ、お支払い！」

　なぜもっと早く気づかないのか。今頃思い出し、ハッとしてあげた声が夜空に高く響く。

　今夜はひまりがご馳走するつもりで誘ったのに、自宅アパート前まで茫然自失だったため支払い損ねてしまった。

（もーっ！　なにしてるのー！）

　なんて迂闊で、なんて間抜けなのだろう。

「心配するな、最初からキミに払わせようと思ってない」

「ですが、それではお礼にはなりません」

「食事への誘い自体が俺にとってはお礼だ」

　返す言葉に苦しむくらい甘い。

　ひまりが目を白黒されていたら、不意に視界が遮られた。直後に唇にやわらかな感触を覚える。

（キ、キス!?）

　そう気づいたときには唇が離れ、彼の腕に軽く抱きしめられていた。

「レストランで俺が言ったこと、忘れるなよ」

　耳にふわりとかかった息がひまりの背筋に甘い痺れをもたらせる。俯く以外になにもできず、ただただ自分の鼓動の音が耳の奥で反響していた。

「ここで見てるから、先に部屋に入りな」

　体を引き離され、彼によって回れ右をさせられる。

「おやすみ」

「お、お、おやすみなさい」

　肩越しになんとかそう言い、ひまりはまるでロボットのようにぎこちない足取りでアパートのエントランスに入った。








終わった恋の暴走








「契約書が完成次第、宝生よりご連絡させていただきます。……はい、今後ともどうぞよろしくお願いいたします」

　通話を切り、ひまりはふぅっと軽く息をついた。

　クレストイングリッシュから正式にコンサル契約を結びたいとの連絡が入ったのは先日のこと。契約書を取り交わす日時についての問い合わせだったが、尊は打ち合わせが長引き席を外しているため、同行したひまりが代わりに応対していた。

　終業時刻を三十分ほど過ぎたコンサル事業室は半数が残業中である。

「ちょっと法務部へ行ってきます」

　クレストイングリッシュ向けの契約書の作成依頼をするため、必要書類をプリントアプトして立ち上がった。メールで送れば手間がないのにと毎回思うが、重要書類の類は紙ベースでの保管が義務づけられている。

（これを届けたら帰ろうかな）

　書類を挟んだクリアファイルを手にコンサル事業室を出る。

　尊に気持ちを打ち明けられてから一週間が経過。あれから彼のひまりに対する態度は、宣言通り激変している。

　ふとしたときに送られる情熱的な眼差しは沖縄の夜を思い出させ、その視線だけで息切れを起こし、気が遠のきそうになる。誰にも気づかれないようにこっそりだからこそ余計にドキドキさせられ、完全に翻弄されているのだ。

　おかげでどんなときでも尊の動向が気になり、ひまりのほうが挙動不審に。由香に「最近、様子がおかしくない？」と言われる始末である。

　法務部へ書類を届け、自分のデスク回りを片づけてキャビネットからバッグを取り出す。尊は打ち合わせが長引いているのか、まだ戻らない。残っている人たちに「お先に失礼します」とひと声掛け、コンサル事業室をあとにした。

　エレベーター待ちをしていると、遠くから歩いてくる人影を視界の隅に捕らえる。それが誰か判別するのと同時に、鼓動がトクンと反応した。尊だったのだ。

　打ち合わせを終えたのか、社長室のマネジャーと歩きながらひまりのほうに向かってくる。

　エレベーターの到着が先か、尊が先か。スピードを上げていく鼓動を持て余しながら待つ。すでに多くの人が退勤したあとのため、すぐにやって来てもおかしくないエレベーターが、こういうときに限ってなかなか来ない。

（お願い、早く来てーっ）

　尊を避けているわけではないが、告白されて以降、彼の顔を見ると心臓が言うことを聞いてくれないため自己防衛に走りがちになる。

　ところがひまりの祈りの甲斐もなく、尊が間近に迫った。

「今、帰りか」

「は、はい。お先にすみません」

「お疲れ様。気をつけて帰れよ」

　頭をぺこりと下げるひまりの脇を通り過ぎながら、尊がさり気なく手の甲をくすぐっていく。彼の隣を歩くマネジャーも気づかないほど自然からこそ、ひまりひとりがどぎまぎしてしまう。

「あ、りがとうござい、ます」

　おかげで不自然なほどにたどたどしい口調になった。

　到着したエレベーターに乗り込み、閉まる扉の隙間から見えた尊の微笑が、最後にひまりの胸を撃ち抜く。会社では特に貴重な笑顔のため、その破壊力は半端ではない。

（本当に心臓に悪いよ……）

　扉が閉まった瞬間、ひまりは胸に手をあてて深く長い息を漏らした。

　階下に着き、エントランスを目指す。午後六時過ぎの外はまだ明るく、自動ドアから吹き込む風は湿気を孕み、昼間と同等の暑さを運んでくる。日差しがないだけマシかもしれないが、外へ出るためには少しの勇気が必要だ。

　ひまりが近づき開いた自動ドアの向こうで人影が動く。左に避けたが息が合い、その人も同じ方向へずれた。

「すみま──」

　謝ろうと発した言葉が中途半端になる。目は点、口は半開きだ。

「ひまり、久しぶり」

　その人影の正体は、結婚直前にひまりを捨てた俊成だった。

　およそ一カ月半ぶりに見る彼は伸びた髪が耳にかかり、どことなくくたびれた様子。仕事帰りなのかスーツ姿だ。

「なっ、なんで……っ」

　破談の話し合いならとっくに済んでいる。二度と顔も見たくないし、関わりたくもないのに、どうしてこんなところに現れるのか。まるで何事もなかったかのように『久しぶり』なんて、気でも触れたか。

「ひまりに会いたくなってさ」

「な、な、な」

　なにをぬけぬけと……。開いた口が塞がらない。

「なぁ、ひまり、俺たちもう一度やりなおさないか」

「……は？」

　言っている意味がさっぱりわからなくて頭が混乱する。

「失ってはじめて、ひまりが大切な存在だって気づいたんだ」

「なに言ってるのかわからないんだけど。専務令嬢はどうしたの」

　令嬢と結婚するからと言ってひまりを振ったのはどこの誰だ。それも結婚式の直前に。

「彼女とは別れた」

　あれだけ熱烈にひまりに別れを迫ったくらいだから、彼から別れを切りだしたのではないはず。つまり振られたのだろう。

「まだ俺を好きだろう？」

「……本気で言ってるの？」

　たしかに軽いところのある男だったが、ここまで軽薄な男だったのか。二股の末に破談にしたくせに、舌の根も乾かないうちにもう一度言い寄るような最低の男だったとは。

　胸の奥から嫌悪感が込み上げてくる。

「本気も本気。な、俺ともう一度やりなおそう。式はキャンセルになったけど入籍だけだって立派な結婚だろう？」

「やっ、放して！」

　いきなり掴まれた手を払おうと足を踏ん張る。触れられた手首から背中にかけて悪寒が走るのを止められない。

「なんでそんな冷たいことを言うんだよ」

　俊成がひまりの肩を掴もうと、もういっぽうの手を伸ばしてきた。

（だ、誰か、助けて……！）

　話の通じない恐怖がひまりに襲いかかる。頭は混乱し、体は怒りに震えた。

「触らないで！」

　ひまりが声を振り絞ってそう叫んだときだった。

　俊成とひまりの間に長身の男が割り込む。

「彼女が嫌がっているのがわかりませんか」

　その背中と声にハッとする。尊だった。

「室長！」

　いきなり見ず知らずの男が現れて虚を突かれたのか、俊成の手がひまりから外れる。ひまりは思わず尊のジャケットにしがみついた。

「〝室長〟？　ひまりの上司か。申し訳ありませんが、俺は彼女と大事な話をしているので邪魔しないでもらえませんか」

　俊成は訝しげに眉をひそめたあと、尊に険しい表情を向けた。言葉自体は丁寧だが、口調には拒絶感たっぷりだ。

「音羽、こちらは？」

「……破談になった相手です」

　肩越しに振り返った尊に小声で答える。

「なるほど。あっちから鉄槌を下されに来たのか」

「鉄槌って！　室長、そんなことしなくて大丈夫ですから」

　声を抑えてとりなした。今から俊成を殴りにいくと言ったときの彼を思い出しヒヤッとする。

（暴力沙汰になったら大変……！）

　パトカーに連行される尊を想像して、慌てて彼の前に飛び出そうとしたが、あっさり手で制された。

「心配するな」

「心配します」

　これ以上、尊に迷惑をかけるわけにはいかない。

「おい、ふたりでなにコソコソしてんだ」

　コソコソしたつもりはないが、俊成が不満いっぱいに突っ込む。

「上司だかなんだか知らないけど、今ひまりと話してるのは俺なんだ。あなたは引っ込んでもらえませんか」

「そうはいきません。音羽は私の大事な部下ですから。大変申し訳ありませんが、信用ならない相手と話をさせるわけにはいきませんのでお引き取り願えませんか」

「それを言うなら、俺は彼女と結婚する予定だったんだ。どっちがひまりに近い存在かと言ったら俺だろう」

　近い存在もなにも、浮気して破談にさせたのは誰なのか。あまりにも身勝手過ぎて言い返す言葉が胸の奥のほうでつかえる。

「その彼女にひどい仕打ちをしたのはキミじゃないのか。とにかく彼女にはもう近づくな」

　それまであくまでも紳士的な態度だった尊の口調が、急に尖ったものになる。その横顔にはひまりに負けないほど嫌悪感が滲んでいた。

　尊の鋭い眼差しと強い姿勢に一瞬怯んだ俊成だったが、目を細めなにかを探るように尊を見つめる。

「ふーん、そういうことか。俺ひとりが悪者だったけど、ひまりにも男がいたんじゃないか。素直に白状した俺がバカを見たんだな」

「……え？」

　突然ワケのわからない暴言を吐く俊成に呆然とする。

「だってそうだろう。お前、上司とデキてたんだな」

　頭をガツンと殴られた気がした。

「ちょっ、なに言ってるの。そ、そんなわけ……ないじゃない」

　反論する唇が震えるのは、俊成の言い分がまったくのでたらめではないせい。破談前だろうとあとだろうと、ひまりが尊と深い関係になったのは事実だ。言い返した言葉の最後のほうが尻すぼみになる。

「結婚を取りやめるとき、俺だけに責任をなすりつけてたけど、ひまりも同じじゃないか」

　あまりにもひどい論点のすり替えなのに言い返せない。喉の奥で声が張りついて、ひと言も発っせられなかった。

「なんの言いがかりか知らないが、彼女はキミのように節操のない人間じゃない。俺が一方的に好きなだけだ」

　尊がそんな発言をするとは思いもせず、はっとして彼の横顔を見上げる。尊は俊成を射貫くように見つめ、毅然な態度をあくまでも崩さない。

「わかったら、さっさと立ち去れ」

　尊の言葉に俊成が「アホらし」と舌打ちをしながら踵を返す。揺れる肩先。遠ざかっていく背中から、収まらない怒りが現れていた。

（私も、俊成くんと同じ……？）

　いっぽうでひまりは、彼の言葉に胸をざわつかせていた。

　最低な俊成と、自分は同等なのだろうか……。

　俊成に鋭い点を指摘され、はたと考える。

　彼にばかり責任を押しつけたが、ひまりの行為が褒められたものでないと言われても、きっぱり否定できない。清廉潔白では決してないから。

「……羽、大丈夫か？　……音羽？」

「あっ、はい」

　何度も名前を呼ばれていたと気づき我に返る。

「お見苦しいところをすみませんでした」

　肩から息を吐き、尊に頭を下げる。

「気にするな。今日、車で来てるんだ。送ってく」

「あ……いえ、平気です。ひとりで帰れますから」

　手にしていたバッグをギュッと握り、歩き出そうとした尊に首を横に振った。

（俊成くんの言う通り。私も似たり寄ったりだ）

　新婚旅行先のホテルに尊とふたりで泊まった揚げ句、抱いてほしいとねだったのだから。尊は『節操のない人間じゃない』と俊成に抗議してくれたが、庇ってもらえる価値はない。

「室長、本当に申し訳ありませんでした。お疲れ様です」

　もう一度頭を下げ、尊に背を向ける。

「おい、音羽、待て。音羽」

　何度か掛けられた声を振りきろうと、人混みに飛び込み足を速めた。

　

　俊成が会社に現れた日から一週間。ひまりは彼が放った言葉がずっと心に引っかかっていた。

『ひまりも男がいたんじゃないか』

　その言葉を思い返すたびに、胸の奥に嫌なものが込み上げてくる。

　別れたあととはいえ、直後に尊と体の関係になったのは事実。失恋の傷を癒してもらおうと尊に抱かれた自分は、俊成と同様に見境がないと言われても仕方がない行為を犯した。しかも、尊に心まで揺らしている。

（はぁ……私、本当に最低だよね……）

　ひまりのふしだらさは、二股していた俊成とさほど変わらない。同レベルといってもいいだろう。

　この一週間、自己嫌悪に陥って心はずっと低空飛行。尊に対してもぎこちない態度になり、避けている。

　コンサル事業室に届けられた郵便物をそれぞれの担当に配っていたひまりは、その中に別部署のものが混ざっていると気づいた。

「総務部へ郵便物を届けに行ってきます」

　ひと声かけてコンサル事業室を出る。総務部は三つ下のフロア。エレベーターの扉が閉まりかけ、慌てて駈けだす。

「すみません、乗りま──」

　間一髪で飛び込んだエレベーターには尊がひとりで乗っていた。

「……すみません」

　パネルの前に立つ尊に小さく頭を下げる。

「何階？」

「十七階です……」

　目を合わせられず俯いて答えた。ここ最近、避けたような態度を取っているため、とても気まずい。尊もひまりの変な態度に気づいているだろう。

「あれからあの男はなにもしてきていないか？」

「だ、大丈夫です、はい……」

　あの翌日に俊成から着信はあったものの、出ずに無視したらそれきり。そのあと、着信拒否にしたから、さすがに諦めるだろう。

「挑発するような真似をして悪かった」

「……はい？」

　いきなり謝罪されて面食らいつつ見上げる。尊はどことなく困ったような顔をしていた。

「音羽に迷惑を掛けたんじゃないかと思ってね」

「いえっ、そのようなことは！　むしろ私のほうがご迷惑をおかけしていますから」

　破談はもちろん、沖縄旅行といい俊成といい、カッコ悪さでいったら軒並みトップを飾れるものばかり。情けないにもほどがある。

「それじゃ音羽に避けられているのは俺の勘違いか」

　心臓を矢で射られたかと思った。ひまりの失礼な態度に気づいているだろうと予想していたのに、遠回しに指摘されて焦る。

「あ、いえ、その……」

「今夜、食事でも行こうか」

　唐突に誘われ、今度は鼓動が跳ねた。でも、うれしいのに素直に受け入れられない。

　ひまりは尻軽度で言ったら俊成と同水準。尊のような極上の男に好かれる資格はない。

「すみません、今夜は約束がありますので」

「それじゃ明日」

「明日もごめんなさい」

　二度目の謝罪と同時にエレベーターが目的の階に到着する。

　尊の顔を見られずに俯いていたが、不満そうな気配は唇から漏れた吐息でわかった。

「じゃ──」

「総務部へ行かなくてはなりませんので失礼します」

　尊の言葉を遮り、会話を強制終了させる。

　申し訳ない気持ちでいっぱいだが、ひまりは尊の気持ちには応えられない。──応えてはいけない気がした。

　それなのに心は尊を求めて悲鳴を上げる。

「おと──」

　エレベーターを降りた直後、ひまりの名前を呼びかけた尊の声は閉まった扉にかき消された。

　

『ひまり、実家に帰ってきたらどう？』

　山梨に住む母、洋よう子こから電話が掛かってきたのは仕事から帰宅してすぐのことだった。

　１ＤＫのコンパクトな部屋の一画には、俊成のマンションに越すためにまとめた荷物が段ボールに詰められたまま置き去りになっている。新婚旅行から帰ってひと段落したら引っ越す予定だったのはせめてもの救いかもしれない。アパートを引き払う前でよかった。

「突然どうしたの？」

　バッグをソファに置き、フロアにペタンと腰を下ろす。

『どうしたのって……。あんなこともあったし、ひとりでいるよりこっちに帰ったほうがいいんじゃないかと思って。お父さんとも話してたのよ』

　電話の向こうから父の『遠慮しないで帰ってこい』という声が聞こえてくる。

『次の会社が見つかるまではうちの農園を手伝ってくれてもいいし』

　実家はぶどう農園を営んでおり、毎年、収穫期にはぶどう狩りをする観光客で賑わう。夏から秋にかけて、今の時期はお客さんを相手にするアルバイトを雇うため、ひまりにやってもらえると助かると言う。

「でも今の仕事もあるから……。すぐに辞めるなんてできないし」

　そう言ってはみるものの、両親の言葉に甘えてもいいかもしれないとも思う。このまま尊にあやふやな態度を取っているより、地元に帰って一から出直すのもひとつの方法ではある。

『もちろん無責任に放り出せとは言わないわよ。ただ、実家に帰る選択肢もあるって、ひまりには知っておいてもらいたいの。辛いときには逃げていいんだから』

「お母さん……」

　挙式の直前にいきなり結婚がダメになり、親戚への対応で大変な目に遭ったのはひまりだけではない。方々への謝罪で辛い想いをしたのは両親も同じ。洋子は結婚式のために留袖を新調し、その日を楽しみにしていたのだ。

　そんな洋子の心強い言葉に胸の奥が熱くなる。

『ずっとうちにいてもいいし。お父さんと三人で楽しくぶどう作りでもしましょ。結婚だけが幸せじゃないんだから』

　洋子が結婚に否定的だとは意外だ。俊成との結婚が決まったときに大喜びしていたため、女の幸せは結婚だと考えているとばかり思っていた。

「……お母さんはお父さんとの結婚を後悔してるの？」

『お母さんはお父さんと結婚できて幸せよ。だけど、それだけが幸せではないでしょ？　仕事だったり趣味だったり。こっちに帰って、一度ゆっくりしてみるのもいいんじゃないかなと思うの。意外と、ぶどう作りに目覚めて農園を継ぎたくなるかもしれないわよ？』

「えー、そうかなぁ」

　最後には冗談めかす洋子にひまりも笑い返す。

『ま、農園はおいておくにしても、軽い気持ちで帰ってきてもいいからねって言いたかったの。それだけよ。お父さんとお母さんは、いつでも大歓迎だから』

「ありがとう、お母さん」

　両親への申し訳なさでいっぱいだったため破談の報告をして以来、ひまりは実家に帰っていない。沖縄土産ですら宅配便で送る、不誠実な対応をしている。

（仕事をすぐに辞めるのは無理だとしても、一度実家に帰ろうかな）

　ふと尊の顔が思い浮かび、頭を振って追い出す。寂しさに流されて尊と一夜を共にした自分が恨めしい。

　体の関係からのスタートではなく、ひとつずつステップを踏んでいきたかった。そうすれば俊成に非難されずに済んだのに。彼と同等に堕ちなくてよかったのに。

　洋子との通話を切り、ふぅと息を吐き出したら、今度は部屋のインターフォンが鳴った。

（こんな時間に誰だろう）

　宅配便が届く予定はない。

　不可解に思いながらモニターをタップしたら、画面いっぱいに美穂子の顔が映った。

「美穂子？　どうしたの？」

『とりあえず開けてー』

「あ、うん」

　急いで玄関を開け、美穂子を招き入れる。彼女は紙袋をいくつも手にしていた。

「どうしたの？」

「ひまりと一緒にご飯食べようと思って。おいしいって噂の韓国料理のレストランからテイクアウトしてきたの。あ、スイーツもワインもあるよ」

　ショルダーバッグを肩から斜め掛けにし、両手に持っていた紙袋を持ち上げてひまりに見せる。

「えー！　ありがとう！　でも連絡くれれば、その店まで行ったのに」

「たまにはサプライズもいいでしょ？」

　紙袋の間から顔を覗かせ、にっこりと笑った。

　美穂子がこうして家に来るのは珍しいことではないが、なんとなく気分が沈んでいたためとてもうれしい。

「さ、食べよ食べよ。私、お腹ぺっこぺこなの」

　部屋に上がり込み、持ち込んだ料理をダイニングテーブルに並べていく。チヂミにダッカルビ、チャプチェに韓国風のり巻きなど盛りだくさんだ。ふたを開けた途端、食欲をそそる匂いが立ち上る。

「おいしそう」

　取り皿とワイングラスをテーブルに置きながら、ひまりが鼻をクンクンさせる。

「でしょ？　デザートにマリトッツォも買ってきたからね。今夜はふたりでパーッと食べよう！」

「いくらだった？　半分払うよ」

「いいのいいの。私のおごり」

「そういうわけにはいかないよ。こんなにたくさん」

　美穂子は手をひらひら振って辞退するが、ひまりはバッグから財布を取り出した。

「じゃあ、はい」

　いくらかわからないが、ひとまず五千円札を一枚差し出す。

「だからいらないってば。たまには友達におごられたって罰は当たらないでしょ？」

　頑なに拒絶する美穂子を見て、ふと気づいた。

「……もしかして俊成くんのこと、まだ気にしてるの？」

　紹介したのは自分だと責めているなら申し訳ない。ひまりが俊成に振られたのと美穂子が彼を紹介したのとは別問題だ。美穂子に落ち度はいっさいない。

「違うよ。沖縄土産のお返し。だから、ひまりこそ気にしないの。ほら、早く食べよう」

　そうは言うが、美穂子はきっと責任を感じているに違いない。ひまりに気を使わせないように沖縄土産のお返しだと言っているのだろう。

　だとしたら、それを受け入れるのが優しさかもしれない。

「わかった。それじゃ今夜は美穂子にご馳走になるね。だけどもしも俊成くんを私に紹介した責任を感じているのだとしたら違うからね？」

「やだな、そうじゃないってば。お返しって言ってるでしょ？　はい、このチヂミ、一番人気らしいよ」

「ありがと」

　美穂子が取り分けてくれた皿を受け取り、ひまりはお金を財布にしまった。

　ワインのコルクを抜き、グラスに注ぐ。ひまりの明るい未来を願って乾杯し、料理に箸を伸ばした。噂通りにどれもおいしい。

「えぇっ？　アイツ、そんなこと言ってきたの!?」

　あれこれ食べながら、ひまりの前に俊成が現れたときの話題に切り替わる。尊に助けてもらったとは言ったものの、彼が俊成に放った『俺が一方的に好きなだけだ』の部分は飛ばした。

「俊成くんに『俺だけに責任をなすりつけてるけど、ひまりも同じじゃないか』って言われて、まさにそうだなぁって思っちゃった」

「なんで！　ひまりはなにも悪くないじゃない。出世に目がくらんでフラッと令嬢になびいたのは誰だっていうのよ。で、今度はそっちがダメだからひまりとよりを戻したいって？　ふざけるのもたいがいにしてほしいわ」

　美穂子はトンと音を立ててワイングラスをテーブルに置く。少しばかり乱暴だったため、ゆらゆら揺れたワインがグラスから零れた。

　それを気にする間もなく「ほんっとにむかつく！」と鼻息を荒くする。

「俊成くんはむかつくけど、私も似たようなものじゃない？　沖縄に追いかけてきてくれた上司と関係を持っちゃうなんて。ふしだらだなって」

「そんなことない！　痛手を負っているときに優しくされたら誰だって絆されるって。アイツとは全然別。あっちは別格で悪い」

　美穂子は料理そっちのけ。全力で否定する。

「そうかな……」

「そうだよ。ひまりは罪悪感を抱かなくていいし、アイツと同じでもない」

　絶対に違うと何度も言われ、救われる気がした。誰かにそう否定してもらいたかったのかもしれない。自分はダメじゃないと言ってもらいたかった。

「ところで、その上司さんとはその後どう？」

　今度は尊の話題になった。

「どうって……」

　尊の数々の言動を思い出して、度を超えて目が泳ぐ。

　沖縄での一幕を聞いた美穂子なら持ち出してもおかしくない話ではあるにしろ、察しがいいと言わずにはいられない。

「あれ？　もしかして進展あった？」

「進展というか……」

　関係性は変わっていないから前進はしていない。

「好きだって言われた」

　恥ずかしくてボソッと答える。結局、話さないままではいられなかった。

「やっぱりそうだったでしょ？　そうでなきゃ沖縄までひまりを追いかけるわけないもん」

　その点については美穂子の言い分が正しい。それは絶対にないとひまりは否定してきたが、まさにその通りだった。

「ひまりはどうなの？　彼をどう思ってるの？」

「どうって……」

「体を許すくらいだから嫌いではないでしょう？」

　美穂子の質問がどんどん核心に迫ってくる。嘘も誤魔化しも苦手なひまりは、目を泳がせたとき以上に疑わしさ満点だ。

「……好き、かも」

　隠し通せないとわかっているため素直に答えるが、言葉尻を曖昧にして逃げ道も作る。まだ胸を張って〝好き〟と言う度胸がない。それは自分にやましさを感じているからだろう。

「なんだ、それならよかった」

「よかった？」

「うん。いつまでも破談に囚われていたら辛いし。で、付き合うんでしょう？」

　その質問には首を横に振る。

　美穂子は「え？」と意外そうに顔を突き出した。

「破談になった直後にべつの人に体を許しちゃうような女じゃ、宝生室長には不釣り合いだよ」

　あのとき俊成に言われた言葉の数々は、ひまりの自己肯定感をぺしゃんこにしたまま。もぐら叩きのもぐらになった気分だ。脳天をポカンと殴られて、地面から顔を出せなくなった。そのあとも尊から好意を示されているのに、ひまりは未だに自分を卑下し続けている。

「それはひまりが決めることじゃないんじゃない？　彼がそれでも好きって言ってくれてるんだもん、素直に飛び込めばいいんだよ。彼のほうだって、ひまりを好きだから抱いたんだろうし」

　美穂子は韓国風のり巻きをひとつ、ポーンと口の中に放った。

「室長さんを好きなら好きでいいの。アイツの言ったことなんか気にする必要ない。ひまりはふしだらじゃないよ。出会う順番が逆だっただけ」

「……出会う順番が、逆？」

「そう。俊成くんと最初に出会って遠回りしただけ。室長さんが先だったら違っていたと思うな」

（室長と先に出会っていたら違っていた？）

　ワイングラスをくるくる回しながら気だるげに言う美穂子をじっと見つめる。

　俊成と付き合ったのは寄り道のようなもの。真実の相手は尊だったのではないかという意味合いで言われて、ふと考える。

　なんとなくはじまった俊成との恋は、どちらかといえば淡々としたものだった。会えない寂しさに身を焦がしたり、電話やメールを待ち焦がれた記憶はない。ふたりの間にあったのはそこはかとない安定感で、好きで好きで堪らない恋愛の醍醐味的な要素はなかった。

　尊に対しては顔を見ただけで鼓動が弾み、声を聞いただけで胸がきゅうっと詰まるように苦しい。自分では不釣り合いだと身を引こうとするいっぽうで、彼から向けられる好意を手放せず、決定的な拒絶の言葉を口にできずにいる。

　こんなにも誰かを恋しく思うのは初めてだった。

「でもまぁ、あんなことがあったあとだし焦らなくてもいいよ。じっくり自分の気持ちと向き合っていったらいいんじゃないかな。とにかく、ひまりはアイツとは違うからね。それだけは忘れないで」

　美穂子は三杯目のワインを一気に飲み干し、すっかり赤くなった頬を綻ばせた。







新しい恋への決意









「音羽、ちょっといいか」

「は、はいっ」

　尊に呼ばれ、彼のデスクに向かう。

「これはクレストイングリッシュとの打ち合わせ用に簡単にまとめたコンサル資料だ」

　尊がパソコンのモニターに文書ソフトで作成した画面を表示させる。

　クレストイングリッシュとはコンサル契約を締結し、今後の方向性についての協議が行われる予定になっている。その場で先方に見せるものだろう。

「ざっくりとしたものだから、これを詳細に作成しておいてほしい」

　プレゼンテーションソフトで作るようにとのことだ。

「承知いたしました」

「急で悪いが、確認もしたいから明日の午後までにできるか？」

　打ち合せは明後日。普段の尊ならもう少し余裕をもって資料の提示をするが、このところ出張が立て続けに入ったため時間を取れなかったのだろう。

「すぐに取りかかります」

「よろしく」

　用件はあっさり終了。少し前だったらそれとなく視線を送ってきたり、周囲に気づかれない程度に触れてきたりしていたのに、そういった甘い空気はいっさいなかった。

　エレベーターで尊を邪見に振りきってから、それまでのモーションが嘘のよう。目は合わないし、仕事以外で声を掛けられもしない。今度はひまりが避けられるようになってしまった。

　美穂子とアパートでご飯を食べてから十日、ずっとこんな感じだ。

（つれない態度を取ってたから嫌われちゃったんだよね、きっと……）

　一歩踏み出してもいいかもしれないと思った矢先のため、尊の態度にショックを受けていた。

（もっと早く素直に応えていたら違ったのかな）

　心の回復度と恋のタイミングのズレが恨めしい。

　尊に託された資料をモニターに表示させたままぼんやりしていたと気づき、急いで気持ちを切り替える。

（今はこれを仕上げなくちゃ）

　恋愛と仕事はべつ。しっかりしなくては。

　気を引きしめて自分を鼓舞し、キーボードを叩きはじめた。

　

　資料の作成は終業時間までに完了する予定で進めていたが、突発の業務が発生したため一時間ほど残業して会社を出る。

　暑さが真っ只中の八月。六時半過ぎの外は昼間と変わらないくらいに明るく、湿気を含んだ空気も重い。

　退勤間際に完成した資料を尊にメール送信して直接口頭でも伝えたが、反応は以前の上司と部下そのもの。それは沖縄旅行直後にひまりが最初に望んでいた関係にほかならないのに、胸の奥がキリキリと痛い。

（私の恋愛運、相当悪いんじゃないかな。彼氏には裏切られるし、今度こそ本当の恋だと思ったら、相手に嫌われちゃったし）

　はぁと吐いた深いため息は外気にも負けないくらいに重かった。

　駅の改札を通り抜け、階段を下ろうとしたが、そこに見知った顔を見つけて足止めを食らう。

「ひまり」

　そう呼ばれて虫唾が走る。俊成だった。

　彼が勤める会社も自宅マンションも、この駅を通る路線とはべつ。つまり待ち伏せしていたのだろう。尊に追い払われたから二度と顔を見せないと思ったのは楽観的すぎたようだ。

　無視して通り過ぎようとしたが腕を掴まれた。

「ちょっと放して」

「少し話そう。この前は妙な上司に邪魔されたし」

　妙なのはどっちなのだ。

「俊成くんと話なんてないから」

「なんで。一度は結婚を考えた間柄じゃないか」

「それを裏切ったのは誰？　っていうか、もう俊成くんはなんとも思ってないから」

「なんだよそれ。やっぱりこの前の上司か」

　俊成の声が急に荒くなる。ひまりを掴んでいた手に力が入った。

「お願いだから放して」

　手をよじるが、まったく外れない。

「こんなことはもうやめて」

「ひまりが俺と話すっていうなら──ック」

「性懲りもなくまた現れるとは、ほんとにしつこい男だな」

　俊成が呻き声をあげるのと同時によく知る声が耳をつく。尊だった。

「室長っ」

　ひまりを掴んでいた手を尊が捻り上げたが、俊成はもう片方の手をしつこく伸ばす。ひまりの肩を引っ張り、自分のほうに引き寄せようとした。とそのとき──。

「きゃっ！」

　バランスを崩し、ひまりの体が大きく傾く。すぐそばには階段があり……。

（落ちる！）

　そう覚悟して目を閉じた瞬間、強い力にぐっと抱き寄せられた。しかし一度投げ出された体は留まっていられず、階段から転がり落ちていく。通行人たちの間から悲鳴があがるなか、断続的な鈍い衝撃がひまりを襲う。

　ようやく落下が止まり恐る恐る目を開けると、そこには顔を歪ませた尊がいた。ひまりは尊に守られるようにして階段を落ちたのだ。

「室長!?　大丈夫ですか!?」

　急いで起き上がり声を掛けるが、尊の応答はない。

（嘘でしょ……。こんなの嫌だよ……！）

「室長！　お願い！　目を開けてください！」

　何度呼びかけても無反応。ひまりたちの周りには人だかりができ騒然とする。

「だ、誰か、お願い！　救急車を呼んでください！」

　声の限りに叫んだ。

　

　物音ひとつさえしない白一色の無機質な部屋は、まるで世界から隔絶されてしまったかのよう。

　尊は到着した救急車で病院へ運ばれた。ベッドに横たわり呼吸こそ安定しているが、あれからまだ目覚めていない。

　幸いにも彼に庇ってもらったひまりは無傷。しかし尊は打撲を負ったうえ頭を打ったらしく意識がないのだ。体のあちこちに包帯が巻かれ、とても痛々しい。

（このまま目を覚まさなかったらどうしよう……）

　ベッド脇に寄せた椅子に腰を下ろしたひまりは、悲痛な表情を浮かべて尊を見つめた。

「室長、ごめんなさい」

　いくら謝っても足りないだろう。ひまりに関わったばかりに尊をこんな目に遭わせてしまった。本来ならひまりはこの場にいていい立場ではないはずなのに、そばから離れたくない。

「室長……室長……」

　うわごとのように何度も呼び掛けていたら、病室のドアが勢いよく開いた。

　ひまりが慌てて立ち上がると同時に白いカーテンがシャーッと音を立てる。

　顔を出したのはストレイドパートナーズの社長、宝生恭きょう太た郎ろうだった。妻の美み佐さと秘書も従えている。尊が診察を受けているときにひまりが一報を入れていた。

「社長、申し訳ありませんでした！」

　間髪容れずに頭を下げる。電話では、ひまりを庇って怪我をしたと簡単な説明だけで終わっていた。

「それで尊の容態は？」

　美佐とふたり、ベッドに駆け寄った恭太郎は沈痛な表情だ。急いで駆けつけたせいか、いつも整髪料で整えているグレーヘアが乱れていた。

「打撲と……脳震盪だそうです。脳の損傷はないそうなのですが、まだ意識が戻らなくて……」

　唇を噛みしめて報告する。

　先生によると重い症状ではないそうだが、目を覚まさないのが気がかりでならない。

「いったいどうしてこんなことに？」

　尊の顔を心配そうに覗き込んでいた美佐がひまりを見た。責める素振りはないものの、なぜ？という疑問が瞳に滲んでいる。

「駅で絡まれていた私を室長が助けてくださって、揉み合っているうちに階段から転げ落ちてしまったんです。本当に申し訳ありません」

　頭を深く下げる以外にない。ひまりに関わらなければ、尊はこんな目に遭わずに済んだのに。

　申し訳なさと後悔がひまりの体を震わせる。

「あなたが謝る必要はないわ。悪いのは絡んでいた人でしょう？」

「そうだ、キミは気に病まなくていい。それで、その人間は？」

「警察に連行されました」

　ひまりたちの騒動を見ていた数人が、俊成を取り押さえてくれたのだ。すぐさま駅員に引き渡され、ひまりたちが救急車に乗り込んだのと同時に警察に連行されていった。最後に見えたのは、ひどく項垂れた俊成の背中。きっと今度こそ懲りてひまりには接触してこなくなるだろう。

「ともかくもう遅いから、あとは私たちに任せてキミは帰りなさい」

　恭太郎は気を使ってそう言ってくれているのだろうが、ひまりはここから離れたくない。尊が目を覚ますのをそばで待っていたい。

　たとえ彼に嫌われているとしても。目を覚ましたときに〝なんでお前がここにいるんだ〟〝今さらなんの用だ〟と嫌悪感を抱かれたとしても。

「ここにいさせていただけないでしょうか」

　無理を承知でお願いする。

　恭太郎と美佐はパッと顔を見合わせてから、揃ってひまりを見た。

「もしかして、キミがそうなのか」

「……なにがでしょうか」

　話の糸口が掴めず、首を傾げながら聞き返す。

「尊が言っていたんだ。好きな女性がいるとね」

「えっ……」

「それはあなただったのね」

　まさか両親にそんな話をしていたとは思わない。恭太郎と美佐を代わる代わる見て目が忙しなくなる。

　たぶんそれは、ひまりが尊を避けるようになる前の話だろう。今はきっと違う。

　でも、そうだとしても、ひまりはここから立ち去れない。立ち去りたくない。

「それじゃ目を覚ましたときに私たちがいるより、キミがいたほうが尊も喜ぶだろう」

「そうね」

　恭太郎が美佐と顔を見合わせて頷き合う。

「よろしく頼んだよ。意識が戻ったら連絡をくれないか」

「は、はい。承知いたしました。ありがとうございます」

　ひまりは背筋をピンと伸ばし、そのまま頭を深く下げた。

　病室を出ていくふたりを見送り、ベッドサイドの椅子に腰を下ろす。毛布の上に出された彼の手を両手で握った。

「室長、お願い、目を開けてください。室長、お願い……」

　ひまりのか細い声が、消灯時間を過ぎた静かな病室の空気に溶けていく。窓からわずかに差し込む月の光に照らされた尊の顔があまりにも安らかで、もしかしたらこのまま目覚めないのではないかと不安に襲われる。

　スマートフォンを取り出し、ふたりで一緒に作った砂の城の写真を画面に表示させた。楽しかったあのときの光景が目の裏に蘇る。

　無邪気に笑い合う瞬間の愛しさを、今になって猛烈に感じていた。

（室長、こんなの嫌です。まだちゃんと気持ちだって伝えてないのに……。嫌われたままでもいいから目を覚ましてください。室長……室長……）

　手を握ったまま、すがる想いで祈り続けた。

　

　手のひらでなにかがピクリと動いた気がした。遠く霞んでいた意識が行ったり来たりを繰り返しながら、手元のほうへ戻ってくる。

「音羽」

　名前を呼ばれてハッとした。咄嗟に目を開け、体を起こす。いつの間にかベッドに突っ伏して眠っていたらしい。

「し、室長！」

　咄嗟に病室に似つかわしくないほど大きな声が出た。尊が目を開けていたのだ。

　あまりのうれしさに握っていた彼の手を力任せに掴む。

「──痛っ」

「ご、ごめんなさいっ」

　顔をしかめる尊に急いで謝った。

「どこかほかに痛むところはないですか？」

「あちこち痛い」

「で、ですよね」

　高い階段を一気に転がり落ちたのだから、全身が痛くて当然。打撲と脳震盪程度なのは奇跡だと医者も言っていたくらいだ。

「でも目覚めてよかった」

　尊の意識が戻り、安堵とうれしさで目尻に涙が滲む。

「もう二度と起きないのかと思って……」

「俺を殺さないでくれ」

　指先でピンと額を弾かれた。

「ごめんなさい。あっ、えっ？　起き上がって平気ですか!?」

　体をゆっくり起こそうとする尊を慌てて支える。

「このくらいなんてことないよ」

　そうは言うが、時折あげる呻き声に心配にならずにはいられない。

「音羽の気持ちを聞く前に死ぬわけにもいかないしね」

「……私を嫌いになったんじゃないんですか？」

　意外な言葉に目を丸くする。愛想を尽かされたのだとばかり思っていた。

「なんでそうなる」

「避けられているような気がして」

「避けていたのはキミのほうだろ」

「それは……そう、かもしれませんが……」

　目を鋭くさせて睨まれ、すごすごと逸らす。

「音羽の気持ちを考えず強引に迫り過ぎたから、少し距離を置いたほうがいいかと思ったんだ。俺は避けていたわけではない。音羽を危険な目に遭わせるわけにもいかないし。誤解させていたのなら悪かった」

「それを言うなら私のほうです！　室長にこんな怪我を負わせてしまって……。本当にごめんなさい」

「音羽が謝る必要はない」

「ですが……！」

　ガタンと椅子を鳴らして立ち上がる。

「いいから気にするな。キミが無事でほんとによかったよ」

「室長……」

　包み込むような優しい眼差しがひまりに向けられた。

　トクンとひとつ、鼓動が乱れる。

　目を覚ましてほしい。自分の気持ちをきちんと伝えたい。

　ひと晩、願い続けた相手が今ここに。

　募りに募った想いを告げるなら、このときを逃したくない。

「室長、好きです」

　尊の瞳が揺らいだ。

「……私、室長が好きなんです」

　もう一度しっかり告げた瞬間、尊の腕に引き寄せられた。

「ひゃっ」

　ベッドに突っ伏し、彼の胸に抱き込まれる。怪我をしているはずなのに、いったいそんな力がどこに？と思うくらい力強かった。

「俺も好きだ、ひまり」

　これまで聞いた中で一番優しい声の気がする。耳から入り、脳を伝って全身に注がれる言葉が胸を焦がした。

　彼の胸から顔を上げ、間近で絡まった視線が甘くて熱い。

　動けない尊に代わり、ひまりのほうから顔を近づける。

「キス、してもいいですか？」

「そんな確認するな」

　ふっと笑みを零した彼の唇にそっとキスをした。

　ものの数秒触れるだけ。ただそれだけなのに、たとえようのないほどの幸せに包まれる。

「──ッ」

　顔を離した途端、尊が声にならない吐息を漏らす。

「ごめんなさい、怪我してるのに私ってば」

　思いきり体を預けていたためあたり前だ。

「いや。もう一回」

　尊がひまりを引き寄せようとしたそのとき。

「おはようございます。宝生さん、失礼しますね」

　病室のドアが開けられると同時に看護師の朗らかな声が響き、ひまりは急いで体勢を立てなおす。カーテンが開けられ、年配の看護師が顔を覗かせた。

「よかった、お目覚めになられたんですね」

　看護師が尊の手を取り脈拍を確認するなか、こっそりふたりで目を合わせる。微笑み合いながら、お互いに取り澄まして看護師の質問に答えた。

　

　社長の恭太郎に一報を入れ、病院をあとにしたひまりは自宅アパートに帰り、シャワーを浴びて出社した。急いで準備をしたが一時間の遅刻だ。

「おはようございます」

「室長、大変だったね」

　挨拶をしながら自分の席に着いて早々、同僚たちに囲まれた。

「痴漢に襲われた音羽さんを助けたんだって？」

「音羽さんは大丈夫だったの？」

　昨夜のうちに総務部に事故の連絡を入れたため、それが一夜のうちに知れ渡ったようだ。とはいえ、同じ部署の人間であれば知らさないわけにはいかないけれど。

　怪我を負わせた相手を痴漢だと報告したものの、本当は元婚約者のためばつが悪い。

「私は大丈夫です。それと室長も意識が戻ったそうで心配はいらないそうです」

　さすがに今朝まで病室に付き添っていたとは言えず、いかにもほかから聞いたような素振りで返した。

　無事に目を覚ました尊は今日もう一度脳波の検査と怪我を負った箇所の処置をして、明日退院する予定になっている。

「そっか。よかった」

「それにしても室長、カッコいいよな」

「うんうん。さっと現れて部下を助けるんだもん」

「だよね。これでまた株が上がっちゃうね」

　その日は一日、会社中が尊の話題で持ちきりだった。







甘い宣言に高鳴る胸








　翌日、仕事を終えたひまりは尊のマンションへ向かっていた。

　どこに住んでいるか知らないため、尊にお見舞いに行きたいと伝え、住所を教えてもらった。

「えっと、ここでいいんだよね……」

　住所を入力した地図アプリが指し示した場所で足を止め、立派な低層の建物を見上げる。

「すご……」

　さすが御曹司。一般庶民のひまりとはわけが違う。

　コンクリートの存在感をかき消す木立のように並んだ、ナチュラルな色調のルーバーからなる建築物は、一見しただけでハイグレードだとわかる外観をしていた。

　曲線を描いたエントランスアプローチを抜けると、真正面にホテルのフロントのようなコーナーがある。黒いシックな制服に身を包んだ男女がふたり、かしこまって立っている。

（これがコンシェルジュ常駐のマンションなんだ。ほんとにそんな世界があるんだ……）

　そのふたりの視線を感じながら歩くのは、なんともいえず体が硬くなる。不審者ではありませんよと心の中で呟きながら、右にあるセキュリティゲートの前に立った。

　部屋のナンバーは三一〇。テンキーを順番に押して反応を待つ。

　ここまで躊躇わずにやって来たくせに、いざこの先に尊がいるのかと思うと緊張してかなわない。

（どうしよう、ドキドキしてきた……！）

　胸を押さえながらしばらく待つと、『はい』という応答のあとすぐに『待ってたよ』と聞こえてくる。

『すぐに開けるから上がっておいで。最上階でエレベーターを下りたら左の突きあたりだ』

「ありがとうございます」

　通話が切れ、目の前の豪奢な木製扉が開く。エレベーターに三階まで運ばれた。

　言われたように突きあたりを目指して立ち止まる。いよいよこの先に……。

　震える指先でインターフォンを押そうと思ったら、それより早くドアが開いた。尊が顔を覗かせる。

「こ、こんばんは。夜遅くにすみません」

「音羽なら時間に関係なく大歓迎だ。入って」

　昨日の朝、病院で見たときよりも元気な様子にホッとするが、パジャマ姿だった。

（もしかして寝てたのかな）

　今朝退院したばかりならそうかもしれない。尊に会いたい一心で自分の気持ちを優先してしまい自己嫌悪だ。

「ごめんなさい、寝てましたよね」

「まぁ一応は。でもずっと横になっていたわけじゃないから」

　尊に招き入れられ、足を一歩踏み入れる。

「お邪魔します……」

　玄関は天井が高く、グレーの濃淡で魅せたシックな空間だ。リビングへ続く通路の左には広いテラスがあり、敢えて使ったような無機質なコンクリートに藤製のチェアがよく映える。

　通路を抜けた先に現れたリビングは四十畳はありそうなスペースが広がり、天井から床まで使った大きな窓が解放感をさらにアップさせている。

　白い革張りのソファに案内されて座った。

「あ、お茶なら大丈夫です」

　キッチンに向かおうとした尊を引き止める。

　お見舞いに来たのに、怪我人に淹れさせるわけにはいかない。

「そうか？」

「はい。もしもよろしければ、なんですが、夕食を作らせてもらえないかなぁなんて」

　買ってきた食材をビニール袋ごと持ち上げる。中身はパスタの具材だ。

「夕食を？　音羽が？」

　そんなに意外だったろうか。尊が目を丸くする。

「ご迷惑でなければ……。助けていただいたお礼とお詫びもしたくて」

「お礼も詫びもいいとして、音羽の手料理ならぜひ」

「ほんとですか!?　それじゃキッチンをお借りしてもいいでしょうか」

「もちろん」

　リビングの隣にあるダイニングを抜け、アイランド型のキッチンに案内される。部屋同様に広々したキッチンは、カウンターに大理石を使った豪華な仕様だ。

「室長はお部屋で休んでいてください。できたらお呼びします」

「それじゃ、お言葉に甘えてそうさせてもらうよ。鍋とかフライパンはシンクの下の収納に入ってるから」

「わかりました。ありがとうございます」

「楽しみにしてる」

「えっ、あ、あまり期待しないでくださいね」

　キッチンから立ち去る尊の背中に小さく叫ぶ。

　多大なる期待はプレッシャー。そもそも、料理は得意なほうではない。

　尊は後ろを向いたまま手を軽く上げて指先を揺らした。

　

「よし、できた」

　完成した料理をダイニングテーブルにふたり分並べる。

　材料は持ち込んだものの調味料の場所がわからなかったり、フライ返しや菜箸を見つけられずに手間取ったりで、いつも以上に時間がかかったがなかなか上出来だ。……と思う。

　尊に声を掛け、テーブルに向かい合って座る。

「おいしそうだな。ボロネーゼ？」

「はい」

　ナスをたっぷり使い、ひき肉のうまみをぎゅっと詰め込んだ。贅沢なくらいにかけたパルメザンチーズとの色のバランスもなかなかいい。

「たぶんおいしいと思います」

　せっかくだから自信をもって推したい。一番の得意料理だし、ひまりがおかしな舌をしていなければ、味見したときにはばっちりだったから。

「早速いただこう」

　尊はフォークを持ち「いただきます」と言ってからパスタを巻きつけた。

　自信満々に〝おいしい〟と言っておきながら、口に入れる彼を固唾を飲んで見守る。

（どうかな、室長の口に合うかな……）

　ひまりの舌ではおいしいと感じても、ゴージャスなマンションに暮らすセレブな尊には物足りないかもしれない。

　ゴクンと飲み込んだ尊に合わせて、ひまりも息を飲み込む。

「おいしい」

「ほんとですか？　よかった……」

　尊のひと言にホッとして、肩から脱力するように息を吐き出した。

「自信があるんじゃなかったのか？」

「大きく出過ぎたなって」

　今さらながらビッグマウスだった。

「でもほんとにおいしいよ」

「ありがとうございます！　室長に太鼓判を押してもらえてうれしいです。じゃんじゃん食べてください」

「眺めてないで、音羽も一緒に食べよう」

「そうですね」

　褒められたためウキウキでフォークを持った。くるくると回してパスタを巻きつけ、口いっぱいに頬張る。

「んー、おいしい」

　ひまりは自画自賛して食べ進めた。

　

「改めて、室長、この度は本当に申し訳ありませんでした」

　食べ終えた食器をひまりが片づけている間、リビングのソファで待っていた尊に深く頭を下げる。

「もう気にしなくていい。俺はこのとおり無事なんだから」

　尊は両腕を広げて元気ぶりをアピールした。

「ありがとうございます」

　長い階段の踊り場まで一気に落ちたのに、打撲だけで済む尊の人並み外れた身体能力には驚きしかない。あの場に尊が現れず、ひまりひとりだったら大怪我をしていただろう。

「あの、では私は──」

「まさか、もう帰るって？」

　察しのいい尊に先を越された。

「はい、お体に障りますから」

　いくら無敵の男でも静養は必要。早く横になって休んでもらいたい。

「体なら大丈夫と言っただろう。まだ帰したくない」

「──ひゃっ」

　取られた手を引かれ、彼の隣に倒れ込む。怪我人の尊にぶつかったら大変だと咄嗟に体を突っ張り、どうにか体当たりは避けた。

「やっと音羽を振り向かせたんだから怪我で手をこまねいている場合じゃない」

「な、なにをするつもりですか？」

「なにって、少しでいいからキミに触れたい」

　伸びてきた手がひまりの髪を撫でる。優しく髪を梳き、指先に絡めては解き、弄ぶ。突如として舞い降りる甘い空気。顔を見るのが気恥ずかしくて目を逸らしていたら、尊は頬に手を添えて無理やり自分のほうに向かせた。

「ひまり」

　今の今まで〝音羽〟だったのにいきなり呼び捨てにされ、不整脈が心配になるほど心臓が妙なリズムを刻む。

「昨日、病院で言ってくれた言葉、もう一度聞かせてくれ」

「えっ……」

　あのときは尊の意識が戻ったため感極まり、恥ずかしげもなく口から自然と出てきたが、改まってお膳立をされたらそうはいかない。

「ほら、聞かせて」

「で、でも心の準備が」

「準備？　深呼吸でもするか？」

　それはいいかもしれない。

「ですね」

　尊が怪我をしたのは、半分ひまりの責任といっていいだろう。その尊の願いをないがしろにはできない。

　大真面目に頷き、胸いっぱいに息を吸ってゆっくり吐き出す。準備万端、整った。

「いきますね」

　目で〝どうぞ〟と合図をする尊にめいっぱいの気持ちを込めて伝える。

「……好きです。室長が」

　言うが早いか、急いで両手で顔を覆う。

（やっぱり恥ずかしい！）

　頬があり得ないほど熱い。

　思えば、俊成にはこんなふうにしてドキドキしながら想いを伝えたことはなかった。なんとなく付き合って、そのままの流れで結婚の直前まで進み、想い焦がれるような感情がなかったからなのかもしれない。

　尊を好きになってはじめて、人を想う気持ちがこんなにも熱いものなのだと思い知った。もしもあのまま結婚していたら、この感情を知らずにいたのかと考えると、俊成に感謝してもいいような気がする。

「ひまり、こっちにおいで」

　顔を覆っていた手を取られ、体ごとぐっと引っ張られる。

「し、室長!?　ダメです、怪我してるのに……！」

「ひまりの体重くらいなんでもない」

　打撲を負っているとは思えない力で、尊をまたぐ格好で膝の上に座らされた。スカートが腿までずり上がったため、慌てて引っ張る。

「でもでも」

「本当に平気だ。それより俺は、ひまりにもっと触れたい」

「室長……」

　ひまりの腰に手を添えた尊の眼差しが艶を帯びて熱っぽい。

「それからその〝室長〟ってのはやめてくれ」

「……尊、さん」

　呼んだ瞬間、尊が目を細めて満足そうに微笑む。今すぐ写真に撮って収めておきたいくらい極上の微笑みに完全にノックアウト状態。会社ではめったに見られない笑顔を今、ひまりが独占しているのがうれしい。最高の贅沢だ。

　尊の顔がゆっくり近づく。

「ひまり」

　囁き声が耳を甘く刺激したそのすぐあとに唇が重なった。

　やわらかく触れ合わせたまま〝好きだ〟と彼の口が動くのがわかる。伝わる振動が胸をくすぐり、言葉より甘美な刺激に体が熱くなる感覚がする。絹のような滑らかな唇がひまりの唇を開かせ、熱を帯びた舌が口腔内に侵入してきた。

　頬の裏や上顎の感触を確かめるかのようにゆっくり動く舌は、優しそうでいていやらしい。自分から舌を絡ませたいと思うほど尊のキスに焦がれ、彼の舌を追いかけるがなかなか追いつかない。

　わざと逃げているのではないかと疑ったそのとき、ねろりとした感触とともに舌を絡め取られた。

「──んっ、ふ」

　尊はひまりの舌をぐるぐると舐め回しては、時折引っ張り出して吸い上げる。甘噛みされるたびに口腔内がじわりと潤い、甘い痺れが体へ広がっていく。

（どうしよう、気持ちいい……）

　角度を何度も変えながら擦り合わせる唇に完全に翻弄されていた。

「もっとひまりに触れたい」

　尊の手がスカートの裾を捲り上げ、腿を意味深に撫でる。

「ダ、ダメですってば」

「少しだけ。最後まではしない」

　それならいったいどこまでなのか。

「触るだけだ」

「ちょっ、尊さん」

　ひまりの返事も待たずにヒップラインに手を這わせる。急いでそれを制するが……。

「ほんとに少しだけでいいから」

　切実な声で言われたら拒めない。お尻くらいならいいだろう。

「体に障るから、ちょっとだけですからね？」

　だいたいこの体勢だって、相当な負担だ。

「わかってる」

　ひまりの許可を得た手がショーツの中に忍び込み、丸みを帯びたお尻の形をたしかめるかのように撫でる。直に素肌に触れられ、ゾクゾクとしたむず痒い感覚がひまりの体を震わせる。

「ぁっ……ん」

　漏れた吐息をすくうようにしてキスで塞がれた。唇がさっきよりも数段熱い。絡めた舌をしごかれ、口の隙間から甘い息が漏れていく。

「っふ……ぁ、……んん……」

　お尻の割れ目を指先でなぞられ、じくじくとした疼きが溜まるのは必然。キスをしながら呼吸が浅くなる。

　尊の手は行ったり来たりを繰り返しながら気づけば内腿へ移動し、布越しにひまりの秘園をひと撫でした。

「やぁっ」

　背中が反り、キスが解ける。お尻くらいならと思っていたため不意打ちだった。彼をまたいでいるため足を閉じられないのが難点だ。

「そこはダメです」

「どうして」

「どうしてって……」

　そこに触れられたら、それだけで済むような気がしないから。

「ダメなように見えないのは俺の気のせい？　もう濡れてる」

「そんなことないです」

　必死に首を横に振るが、ショーツの張りつき具合から尊の言い分が正しいのは明らか。

「素直じゃないな」

「だって……」

　怪我人を相手に欲情したなんて恥ずかしい。労わらなければならない相手なのに。

「俺の怪我なら気にするな。気持ちがいいならそうだと言ってもらえたほうがうれしい」

　ひまりの心配を言い当て、尊は解決策を簡単に打ち出した。

「……ほんとに？」

　つい心が揺れるのは、すでに体が解けはじめているから。尊とキスをして、体に触れられて、体温の上昇が止まらないせい。

「ああ。なによりのお見舞いだ」

　そのひと言がひまりのブレーキを緩める。

「じゃあ、あともう少しだけなら」

「そう、あと少しだけ」

　尊はわずかに笑みを浮かべながらひまりのショーツをずらし、脇から指を滑り込ませた。

「あっ……ン、うぅンッ……」

　ぬるりとした感触から、そこが溢れるほどの蜜を湛えていたのがわかる。ぬちゃぬちゃと水音がするほどなんて思ってもいなかった。

「いつからこんなに濡らしてた？」

「そんなのわかりません」

　自分でもびっくりだ。

「キスだけでこうなるなんて、ひまりは感じやすいんだな」

「ご、ごめんなさい」

　恥ずかしさでつい謝る。秘密を暴かれたようで心許ない。

「謝らなくてもいい。ひまりに褒められたみたいだ」

「褒められ、た？」

「俺のキスが気持ちよかったって」

「……はい、気持ちよかったです。とっても」

　素直に答えた瞬間、尊の指が秘部を掻き混ぜた。

「やっ……あン、ぁ……」

「それじゃ次は俺の指で感じて」

　指の動きに合わせて粘り気のある音が立ち、ものすごく卑猥だ。

　しばらく蜜口を揺蕩っていた指が、薄い茂みの奥に身をひそめていた蕾を見つけ、カリッと引っ掻いた。

「あぁっ！」

　瞬間、甘い痺れが体中を駆け抜けていく。ビクンと腰が跳ね、元の位置に戻ると同時に彼の指が花筒につぷりと沈められた。

　よく濡れているせいだろう。難なく受け入れた指が奥を目指しつつ、中で角度を変えて媚壁のあらゆる場所を刺激していく。

　それはひまり自身も知らない快感を植えつけられているようだった。

「俺の指、食べられそうだな」

「た、食べませんから」

「いや、もっと奥へ引き込もうとして蠢いてる」

　あまりにも気持ちがよくて、無意識に彼の指を締めつけていたらしい。

「ひまり、俺の肩にしっかり捕まって」

　尊は指を二本に増やして抽送をはじめ、もう片方の手で艶めいた秘珠を引っ掻いたり摘まんだりする。

　断続的にやって来る愉悦の波がひまりをどんどん押し上げ、頭の中がぼうっと白く霞み、快楽だけに塗りつぶされる。こんなはずじゃなかったのにという後悔が、快楽を感じきりたい欲望に白旗を上げた。吐息を漏らして天を仰ぐ。

「尊さんっ、あぁっ、も……ダメっ、あっ、あああああ!!」

　体中の血が煮えたぎり、逆流するような感覚だった。

　ドクンドクンと心臓が脈を打ち、彼の指を咥え込んだまま、蜜窟が痙攣する。弓なりに反らしていた体から力が抜け、尊にしなだれかかった。

　肩で息をして、呼吸を整える。

「……私ひとりだけで……ごめんなさい」

　ほんの少しのつもりだったのに絶頂まで味わってしまうなんて。

「さっきから謝ってばかりだな。俺がそうしたかったんだ」

　ひまりを宥めるように尊の手が背中を優しくさする。

「そのかわり……」

「そのかわり？」

「体が回復したら、ふたりで温泉にでも行こう」

　尊とふたりで温泉へ……。

（どうしよう、すごくうれしい……！）

「はい、ぜひ」

「そこで今夜の分もひまりを抱くから覚悟しておくように」

　官能的な宣言に胸を高鳴らせ、ひまりは幸せいっぱいに頷いた。







永遠を誓う朝








		
　ドアのように開閉する窓を外側に押すと、コンサル事業室のフロアに心地いい風が入り込む。あの事故から間もなく二カ月が経つ十月中旬、季節は着実に秋に向かいつつある。

　尊はあの事故のあと、三日間自宅で静養してから会社に復帰。以前にも増して精力的に仕事をしている。

　怪我が治ったら行こうと約束した温泉は、ようやく今週末に行く予定だ。尊は思いのほか仕事が立て込み、講演会やコンサルなどで出張の連続。しっかりと休みを取れる週末がなかったためである。

　窓を開けてデスクに戻ったら、隣の席の由香がこめかみを押さえて俯いていた。

「由香さん、具合でも悪いですか？」

「あ、うん、ちょっと頭痛がして」

　由香が顔をしかめる。

「私、鎮痛剤なら持ってますけど飲みませんか？」

「ほんと？　助かるー。じつはちょうど切らせちゃってて」

　ひまりはフロアの片隅にあるウォーターサーバーで水を汲んで彼女の前に置き、後ろのキャビネットからバッグを取り出した。ひまりもたまに頭痛になるため、普段から化粧ポーチの内ポケットに携帯している。

「ちょっと待ってくださいね」

「ありがとう」

　ポーチを出して開けたときだった。

「あれ？　それって……」

　由香の目がある一点で留まる。

「これ、ですか？」

　ひまりがファスナーに付けているキーホルダーを指差すと、彼女は「うん」と頷いた。

「宝生室長も同じもの持ってない？」

「えっ、あ、えっと……」

　言われてヒヤッとした。それは、沖縄で買ってきた琉球ガラス製のキーホルダーだった。尊にはブルー系、自分にはピンク系のものである。

「もしかしてお揃い？」

「い、いえっ、ち、違うと思います」

　ふたりの関係はまだ内密。お揃いのキーホルダーを付けるなんて怪しさ満点のため焦ってしどろもどろになる。

「そう？　ちょっと待ってて」

　由香が唐突に席を立つ。どこへ行くのかハラハラしながら見送っていたら、彼女が向かったのは尊のデスクだった。

「あのっ」

　ひまりが引き止めるより早く、彼女が尊に声をかける。

「室長、ちょっと失礼します」

　脇のキャビネットに置いてある彼のカバンを見て、「やっぱりそうだ！」と声をあげた。頭痛はどこへいったのか。

「なにがやっぱりそうなんだ」

「このキーホルダー、音羽さんとお揃いですよね」

　尊の視線が、ひまりに飛んできた。

〝適当に誤魔化してください！〟

　目でそう訴えかける。たまたま色違いなだけだと言えば、きっとそれで済むはず。

　尊との仲を公にするわけにはいかない。なにしろ彼はストレイドパートナーズの御曹司であり、恋人のポジションに憧れる女子社員がゴロゴロいるのだから。普通の女子社員ならまだしも、結婚が破談になった途端乗り換えたようなひまりでは悪目立ちする。

　ところがその訴えは届かず、願いは窓から入り込む心地いい風に飛ばされていく。

「よく気づいたな。そうだ、音羽とお揃いだ」

　尊は堂々と認めてしまった。いっそ清々しいほどサラッと。

　取り繕って誤魔化すより、むしろいいのかもしれない。ただ単に同じものなだけで、やましくはないと思ってもらえるのではないか。

「室長と音羽さんって、お揃いのものを持つような仲なんですか？」

　それまで雑然としていたコンサル事業室内が、しんと静まり返る。みんながふたりのやり取りを興味津々に見守っていた。

　たぶん由香の中で、あっさり認めた尊に対する疑いは一〇〇パーセントではないだろう。たまたま同じものを持っていただけだと推測する部分も少なからずあるはず。

　尊も、さすがにここは首を横に振るに違いない。

　楽観的に考えたひまりだったが……。

「お揃いのものを持つような仲がどういうものかは知らないが、音羽とは付き合ってる」

　尊はドストレートに答えた。まるで〝おはよう〟の挨拶と変わらない言い方だった。あまりにも自然すぎて、彼女もひまりも一瞬時が止まったくらいだ。

「し、室長！」

「えええっ！」

　ひまりと由香の声が重なる。

「ようやく片想いが実ったんだ、祝福してくれ」

（ちょっ、しつちょー！　なにもこんなところで発表しなくてもー！）

　ひまりの困惑もどこ吹く風。尊は涼しい顔をしてお祝いの強要をする。

「片想い？　室長、音羽さんが好きだったんですか!?」

　信じられない様子で由香が愕然とする。

　ひまりも、この状況が信じられない。プライベートではともかく職場ではクールで通っている尊が、部署のみんなに向かって交際宣言をするなんて想定外もいいところだ。

「彼女が異動してきてからずっと好きだった」

　尊は由香ではなく、ひまりを真っすぐに見て答えた。公衆の面前だと忘れてしまいそうなほど熱い視線が、おろおろしていたひまりを射貫き、なにも返せない。

「音羽が幸せならそれでいいと諦めていたが、結婚がなくなって、このチャンスを逃すかって」

「えぇっ！」

　ひと際高い由香の声がフロアに響き渡った。

　成り行きを見守っていた部署内もざわつく。「あの室長が片想い!?」「グイグイいくタイプだったなんて」と意外性に驚く声があちらこちらからあがり、みんなの視線がひまりにも注がれて肩身が狭い。

（もーっ、室長……！　うれしいけど、恥ずかしい）

　どう反応したらいいのかわからず目を白黒させ、ひまりの顔は真っ赤だ。

　それとは対照的に尊の堂々とした姿は清々しい。みんなの動揺などおかまいなしだ。

　呆気にとられていた由香だったが、気を取りなおして笑顔になる。

「想いが通じてよかったですね！　室長！」

　意外にもあっさり祝福されて拍子抜けする。

「室長、おめでとうございます」

「よかったですね」

　経緯を見ていた部署内にお祝いの言葉が飛び交う。

　ひまりの乗り換えの早さを非難するような空気がないのは、尊がずっと片想をしていたと告白したおかげかもしれない。

　隠し通さなければならないと覚悟していたが、思わぬハプニングでふたりの関係が公になり、ひまりは晴れやかな気持ちになった。

　

　その週末、二カ月越しで温泉宿へ向かうふたりは、進路を少しだけ逸れてある場所へやって来た。

　街から少し離れた緑広がる一帯には、桃やぶどう、さくらんぼなどの農園が立ち並び、フルーツ狩りを誘う看板がいたるところに立っている。

　そのうちのひとつ、ぶどう園の駐車場で車は止められた。そこはひまりの実家である。尊たっての希望で、急きょ寄ることになったのだ。

　結婚が破談になった直後は両親の勧めもあり、実家に帰って一から出なおそうかとも考えたひまりだったが、尊と心が通じ合い、その選択は白紙になった。

（お父さんもお母さんも、いきなり尊さんを連れて行ったら驚くだろうな……）

　新しい恋人ができた報告すらしていないため、ちょっとした不安もある。

　週末のため駐車場はほぼ満車。ぶどう狩りを楽しむ観光客が大勢訪れているようだ。

　どことなく緊張したまま尊とふたり、案内所になっている小さな建物のドアを開けた。

「いらっしゃ──。あら、ひまりじゃないの」

　ちょうどお客さんをひと組送り出した母、洋子の笑顔がさらに輪をかける。

　十月とはいえ晴れていると昼間は暑さを感じるときもあるため、洋子は首に巻いていたタオルで額を拭った。五十代半ばで皺も増えてくる年頃だが、艶やかな頬はまだ若々しい。

「来るなら連絡してくれたらよかったのに」

「驚かせようかなって思って」

　洋子の視線が、はにかむひまりから横に立つ尊に逸れる。ひまりと一緒に来た人間だとすぐにわかっただろう。目を瞬かせ、どうして男が同行しているのか訳がわからない様子だ。

「えっと、そちらの方は……？」

「ご挨拶が遅れました。宝生尊と申します。ひまりさんとお付き合いをさせていただいておりまして、本日はご挨拶に伺いました」

「えっ？　ひまりと？」

　洋子の目線がひまりと尊の間を行き来する。結婚がダメになったばかりの娘が、数カ月のうちにべつの彼氏を連れてくるとは想像もしなかっただろう。傷心でうちひしがれていると思っていただろうから。

「そうなの、お母さん。尊さんはストレイドパートナーズの優秀なコンサルタントで」

「あらっ、それじゃひまりと同じ職場なの？」

　洋子の目がさらに大きくなる。

「うん、私の直属の上司」

「まぁ！　それはそれは。こんなに素敵な方が上司だなんて。娘がいつもお世話になっております」

「こちらこそ、ひまりさんのサポートにいつも助けられております」

「もったいないお言葉！　こんな格好でご挨拶なんてすみません」

　農作業着姿が急に恥ずかしくなったのか、洋子はおろおろしながら首に巻いていたタオルを外した。

「いえ、突然お伺いして申し訳ありませんでした」

「ですが、ひまりは結婚がダメになったばかりで……」

「ちょっとお母さんっ」

　今そんな話をしなくてもいいのにと急いで制するが。

「だけど大事な話でしょう？　ひまりがまた辛い想いをするんじゃないかって心配なのよ」

　新しい恋人を連れてきたのは喜ばしくても、大変な目に遭った過去が気がかりなのだろう。破談は当事者のひまりだけでなく、両親の心も傷つけたから。

「その件については存じ上げております。ですが、私も生半可な気持ちでひまりさんとお付き合いさせていただいているわけではございません。絶対にひまりさんを泣かせないとお約束いたします」

「まぁ、そうですか」

　不安げにしていた洋子だったが、その言葉にぱぁっと顔を輝かせた。

　同僚たちの前だけでなく、母親にまで疑う余地のない態度でひまりへの気持ちを明かす尊に心を大きく揺さぶられる。並々ならぬ彼の想いがうれしくて、隣で聞いているひまりまで胸が熱い。

「そうだ、こうしちゃいられないわ。すぐに夫を呼びますからね」　　

　そそくさと案内所を飛び出していった洋子が「お父さーん！」と農園に向かって叫ぶ声がこちらにまで聞こえてくる。かなり興奮した様子にひまりのほうが恥ずかしくなる。

「すみません、尊さん」

「いや、素敵なお母様じゃないか」

「なんか恥ずかしいです。でも、泣かせないって言葉、うれしかった」

「俺の素直な気持ちだ」

　ひまりの手を取り、尊がぎゅっと握りしめる。微笑み合う眼差しの甘さに胸の奥がきゅうっとなり、ときめきが止まらない。

　うっかりふたりだけの世界に入りかけたが、洋子のパタパタという足音で我に返る。

「お父さん、聞こえないみたいなのよ。耳が遠くなったのかしら。探したけどどこにいるのかわからないし。困ったわ」

　走り回ったのか、汗が噴き出した首筋をタオルで拭う。

「お忙しいでしょうから、どうかお気になさらないでください。お約束もなしに訪問したこちらも悪かったので」

「ごめんなさいね。あ、そうだ、ふたりでぶどう狩りでもしていったらどう？」

「お母さん、ごめん。これから行くところがあるの」

　夕方までには到着したい。

「そうなの？」

「申し訳ありません。また改めてご挨拶には伺わせてください」

「残念ね。それじゃ、これ。はい、持って行って。洗わなくても食べられるから車の中で食べたらいいわ」

　巨峰をひと房、袋に入れてひまりに手渡す。

「いいの？」

「あたり前じゃないの。本当はもっとあげたいけど、あんまりたくさんでも食べきれなくて困るでしょう？」

「ありがとうございます、お義母様」

「まぁ、お義母様なんて！　宝生さんみたいに立派な方からそう呼ばれたら照れちゃうわ」

　そう言いながら、まんざらでもなさそうだ。ひまりたちは、零れるほどの笑顔の洋子に見送られて農園をあとにした。

　

　実家の農園を出ておよそ一時間後、巨峰を食べながらつづらおりの道を上り、ひまりたちは喧騒とはかけ離れた静寂な温泉宿に到着した。

　フロントロビーとレストランとしてしか使われていない本館は年季が入った重厚な数寄屋造りで、国の文化財にも指定されているらしい。離れにそれぞれ独立した部屋が十だけしかなく、なかなか予約が取れないことで有名らしい。

　泊まる場所も予約も尊に任せていたが、たまたまキャンセルが入り、奇跡的に泊まれることに。この二カ月、仕事で時間が取れなかったのが功を奏したようだ。

　着物姿のしっとりとした女将に出迎えられ、すぐに部屋へ案内される。本館からいったん出て、童話にでも出てきそうな野草が咲く小道を歩いた先に離れがあった。

　江戸期を思い起こさせる漆喰塗りの白い土壁に囲まれた建物は、本館同様に威風堂々として凛々しい。

　スイートタイプの内装にも漆がふんだんに使われ、障子などの和テイストとソファセットやベッドの組み合わせはちぐはぐと思いきや、かえってマッチして洒落ている。

「素敵なお部屋ですね！」

　あちこちの部屋を見て回り、ついテンションが高くなる。

「喜んでもらえてなによりだ。夕食を食べたらゆっくり露天風呂に浸かろう」

「はい！」

　それはもしかしてふたりで一緒に？と気になったものの、かけ流しの温泉には期待しかない。部屋にあるテラス付きの檜風呂から敷地内の手入れの行き届いた庭が見渡せるため、とても爽快だろう。

　向かった本館のレストランはテーブルすべてが個室になっており、プライベートが保たれていた。

　和牛の溶岩焼きやマスのお造りなど、続々と運ばれてくる創作会席に舌鼓を打ち、地酒を楽しむ。飲みなれない日本酒のためすぐに酔うかもしれないと心配したが、このあとに控える〝尊との時間〟に緊張と期待を抱えているせいか、一向に酔いが回る気配はない。尊と他愛のない会話を交わしつつ、意識はすでに濃密な世界に飛んでいた。

　

「先に露天風呂に入っておいで」

　部屋に戻ってすぐ、尊がひまりにお風呂を勧める。

「ひとりで入ってもいいんですか？」

「どうしても一緒がいいっていうなら入るけど」

「そ、そういうんじゃなくって」

　意味ありげに言われたため、胸の前でオーバーに両手を振る。

「ひとりのほうがゆっくりできるだろう？　っていうのは建前だな」

「……はい？」

　尊はクスンと鼻を鳴らして、顎を軽く擦った。

「本音では一緒に入りたいが、ひまりの体を見たら入るだけじゃ済まないだろうからね」

「え？」

「その場でがむしゃらに突きたくなる」

「つ、突くって！　尊さん、いやらしいですよっ」

　あまりにも卑猥すぎる。母親に対して清らかな宣言をしたあとだけに、そのギャップが激しい。

　とはいえ、その場でもいいと一瞬思ったひまりだって十分いかがわしいけれど。

「仕方ないだろう？　あれ以来ひまりに指一本触れてないんだ」

「それはそうですけど」

　怪我をした尊を見舞った夜が最後。それも前戯止まりだった。

　尊の仕事が忙しいのもあったけれど、チャンスがなかったわけではない。それでも、この旅行まで楽しみに取っておきたいと希望したのは尊だった。そのため、あの夜以降はキスまでだ。

「とにかく先に入っておいで」

　ひまりの体をくるりと反転させ、尊が背中を押す。

「それじゃ、先に使わせてもらいますね」

「ひとつだけ要望を言わせてもらうと、出るときには下着も洋服も着なくていい。バスローブ一枚でおいで。脱がせる時間も待てない」

「わ、わかりました」

　そう言われただけで体の中心が熱くなる自分が恥ずかしい。背中に彼の視線の熱を感じながら露天風呂へ急いだ。

　シャンプーをしている間も、全身を泡で包み込んでいる間も、彼を部屋にひとりで待たせていると思うと落ち着かない。無色透明ながらとろりとしたお湯を湛えた檜風呂に浸かるが、ゆっくり温まる気になれず、早々に上がった。

　庭にはぼんやりとランプが灯り、幻想的な景色を彩っているが、それすら堪能しているどころではなかった。

　髪を乾かすのもほどほどにリビングスペースへ行き、尊にお風呂を譲る。やけに早いねと言われて、なんとなく決まりが悪い。これではシたくて堪らないみたいだ。

　彼がお風呂に入っている間もソワソワして気がはやる。付き合う前に体を重ねるフライングをしたのに、恋人同士になってから二カ月もプラトニックで過ごすとは……。

（あぁ、どうしよう、緊張してじっとしていられないよー）

　沖縄で大胆に『抱いてください』と迫った自分が信じられない。あのときはそれくらい危機的状況だったのかもしれないが。

　しばらくして露天風呂に通じるドアが開いた音が聞こえたため、ソファにすっ飛んで座り取り澄ます。近くにあった旅館のパンフレットを手に、読んでいるふりを決め込んだ。

　そばにやって来た尊が、髪を拭いながらひまりを見下ろす。

「尊さんも早かったですね」

　視線を感じて体に緊張が走るが、顔を上げずに余裕綽々の態度を貫いたのに……。

「斬新な読み方だな」

　尊がクスクス笑いながら手にしていたパンフを指差した。

「えっ？」

　なんのことだかわからずポカンと彼を見上げる。

「逆さま」

「──あぁっ……えっとこれはその……」

　パンフレットが逆さまだった。狼狽えて言葉が文章にならない。

（もうっ、私ってばなにやってるのー）

　急いで向きをなおしても今さらだろうと、閉じたパンフを元の場所に戻した。カッコ悪くてものすごく恥ずかしい。

「心配するな。このあとの時間をひまりが楽しみにしてるのと同じように、俺も楽しみで仕方がないから」

「楽しみって！」

「違う？」

「やっ、違わない、です……楽しみです。というかもう緊張しちゃって」

　素直に認めるしかない。さっきから心臓はドキドキを通り越して重低音を立て、にっちもさっちもいかない状態だ。

「それなら俺も。なにしろひまりを抱くのは三カ月以上ぶりだから。もうこれ以上は待てない。ベッドにいこう」

「きゃっ」

　尊はソファに座るひまりを抱き上げ、そのままベッドルームへ直行した。

　障子がぼんやりと白く灯っているのは、月明かりのせいだろうか。照明を点けていないのにほのかに明るく、幻想的な感じすらする。

くっついて並んだダブルサイズのベッドにそっと下ろされ、尊に組み敷かれる。

「キミが俺のマンションへお見舞いに来た日から、何度ひまりを抱く夢を見たと思う？」

「私を抱く夢、ですか？」

　目を丸くして聞き返す。

「ああ。それこそ毎晩だ。いっそ夢の中にずっといたいと願ったよ」

　夢にまで見るほど欲しいと思われるなんて、これぞ女冥利に尽きる。

「それじゃ……実物をどうぞ」

「遠慮なく」

　蠱惑的な笑みを浮かべた尊は、ひまりの唇をそっと塞いだ。優しく啄んでは吸いついて、わずかに開いた唇を割って入った滑らかな舌。こちょこちょとくすぐりながら口腔内を探り、予測のつかない動きに翻弄されているうちにひまりの舌を外へ吸い出してしゃぶる。

「ン──ッ、ふ……ぁ……」

　鼻にかかった吐息がいつになく重いのは、その激しさのせい。しゃぶられる舌が痺れて、頭にまで熱が回って恍惚としてくる。

（気持ち……いい……）

　舌ごと唇を吸われ、今にも口腔内の水分をすべて奪い尽くされてしまいそう。それなのに、ひとたび力が緩まると再び潤う不思議。緩急をつけたキスにすっかり魅入られる。

　唇が解け、尊が離れていくと、ふたりを繋ぐ銀糸が長く引き、月明かりできらりと光った。

「ひまり、すごくいい顔してる。気持ちよかったか？」

「……はい」

「もっと気持ちよくなろうな」

　これ以上、気持ちよくなったらどうなってしまうのだろう。そんな不安と、それを上回る期待で胸が大きく膨らむ。

　尊の唇が首筋に落ち、肌をなぞり、吸いつきながら下へ下へと向かっていく。バスローブの合わせ目ぎりぎりの素肌を強く吸ったあと、布ごと片方の膨らみを揉み上げた。

「ぁ……」

　瞬間、ゾクゾクと全身が泡立つ感覚を覚える。

「かわいいな、ひまりは」

「か、かわいくなんて……」

　会社にだって街にだって、ひまりでは足元にも及ばないほどかわいい人がたくさんいる。それなのに尊はどうしてひまりを好きになってくれたのかと未だに不思議でならない。

「ひまりは最高にかわいいよ。ほかの誰も目に入らないほどにね」

「おだてすぎです」

「真実だから仕方ないな。ひまりがいくら否定したって、俺の中にひまり以外は誰もいないんだから」

　尊は少し困ったように囁き、ひまりの頬をそっと撫でた。

（尊さんには私だけ……。ほかの誰でもなく、私だけが欲しいって言ってくれてるんだよね）

　仕事はもちろん肩書きや容姿、すべてにおいて恵まれている尊が、ひまりを唯一の女だと言うのだ。自分を卑下する必要は、もうない。

「私も、尊さんだけです」

「めでたく両想いを確認したところで、そろそろひまりをもっと感じさせてもいいか？」

「あの……お手柔らかにお願いします」

「それは約束できない。前に言っただろう？　覚悟しておけって」

　尊のお見舞いに行った夜のことを言っているのだろう。怪我をした尊とは繋がれず、この温泉旅行では覚悟しておけと言われた夜だ。

　尊はバスローブ越しにひまりの膨らみに口をあてた。

「や……ハァ……」

　吹き込まれた熱い息が、胸から体に広がっていく。頂を中心にわずかに唇を動かし、肌に伝わる刺激が少しずつ強くなってきた。

　片方の膨らみの頂点に息を吹き込みながら、もういっぽうは指でカリカリと引っ掻く。じわりじわりと広がり、一段ずつ深くなっていく快感。腰の奥、下腹部の中心がきゅうっと絞られるような感覚がして、ずんとしたもどかしさが募るばかり。

「も、尊さ……ん、ぁ、や……なんか……」

　布越しでは物足りなくて、じれったさに身悶える。

「直に触ってほしい？」

「ん……そうしてほしい、です」

　尊はわずかに口角をあげ、ひまりの要望に応えるべくバスローブの合わせ目を開いていく。わざとゆっくりなのがもどかしい。

　焦らされて開かれた胸元から、白くやわらかな膨らみがまろび出る。すでに硬くなった尖端はツンと存在を主張していた。

「もう勃ってる」

「や、言わないで」

　期待に揺れる息づかいのせいと、触れてほしさにぷるぷると震えた頂に尊が舌で弾いた瞬間──。

「あ……やっ、ああ──っ」

　快感が軽く弾け、体が跳ねた。

「イッちゃった？」

「……尊さんが焦らすから」

　つい責任をなすりつけるが、自分でもびっくりだ。

「焦らしたつもりはないけど？　今、もっとよくしてやる」

　そう言うなり尊は胸の裾野から膨らみを持ち上げ、頂を咥え込んだ。

「──ぁあっ」

　舌でくるくると舐め回され、もっと顔を出せとちゅうちゅう音を立てて吸われる。

「ンンッ……そこ、や……ハァ……」

　左右の尖りを交互に舌で捏ねられ、弾かれ、全身が火照っていく。濃く色づいた頂はぷっくりと膨れ、与えられる快感に打ち震えた。

「胸だけでこんなに感じて、こっちはきっと大洪水だろうな」

　大洪水なんて大袈裟な。

　尊の手が中途半端に結ばれたままのバスローブの紐を解く。合わせ目を開かれ、完全に素肌を晒された。

　ツツツと下腹部を伝った彼の手が、薄い茂みを抜けてその奥へ分け入る。

「あ……ん……やっ」

　割れ目を指でなぞられ、腰がぴくんと跳ねる。

「やっぱり。びちょびちょだ」

「び、びちょ……？」

「ああ、バスローブにまで垂れてる」

　彼のキスと胸への愛撫で、そこが潤っているのは気づいていたが、彼の言うように大洪水だとは思いもしない。

「やだ、恥ずかしい……」

「感じてくれてうれしいよ。これ、脱ごうか」

　尊はひまりの背中を浮かせてバスローブを引き抜く。完全に一糸まとわぬ姿となった。

　なんとも心許なくて胸を掻き抱いているうちに、尊は閉じていた太腿を割り、そこに顔を埋めた。

「待って！」

　反射的に足を閉じようとしたが、尊がひまりの胸の突起を指先でくにくにと捏ねたため、途端に力が抜ける。その隙に膝を立て、大きく開脚させられてしまった。

　内腿に手を添え、閉じないようにすると、尊はすっかり潤んだ蜜園にむしゃぶりつく。咀嚼するように唇を動かし、べちゃべちゃと粘り気のある音をわざと立てて舐め回す。

「そんなに舐めないでください」

「どんどん溢れてくるんだから仕方がない」

　肉厚の舌に蜜襞を拭われ、その刺激に堪らず腰がうねる。その少し先にある朱く熟れた小さな花芽を舐めしゃぶられた。

「あンっ、ダメェっ……」

　細かい動きを繰り出す舌先に擦られるたびに花芽はより膨らみ、泉からは甘い芳香の蜜をしとどに垂らす。その入り口をくすぐり存分に蜜を浴びた指が、花びらや溝を擦りながら花筒の中に差し込まれていく。

「あぁっ、ん、ふぅ……ハァ、ぁ……」

　艶やかな真珠のようにぷっくりと膨れ上がった秘珠を嬲る舌と、花筒の中で暴れる指がひまりを否応なく翻弄する。

「そんなにしちゃ……いや、あぁっ……ん」

「いやっていう割に腰が動いてる」

　そうは言うが、ひまりの意志に関係なく勝手に動いてしまうのだ。

　両方から与えられる刺激にじくじくと溜まっていく快感。それが急速に高まり、発散したさに内腿が震える。

「ダメ、もうっ……」

　尊もひまりの限界を察したのかもしれない。秘芽をこれまでになく強く吸い、とどめとばかりに秘窟に差し込んでいた指をくの字に曲げて擦った。

「あ、うぅっ……ンンッ、ああああっ！」

　せり上がってきた快楽が一気に弾ける。跳ねた腰がベッドにストンと落ち、絶頂のあとの浮遊感に襲われた。

「ほんとにかわいいな、ひまりは」

　息が上がり、ふわりとした意識の中、尊を潤んだ瞳で見つめる。

「まだヒクヒクしてるぞ。咥え込んだ俺の指を離さないつもりらしい」

「えっ、や、そんなことな……」

　否定するものの、現に痙攣が収まらず彼の指を締めつけているのが自分でもわかる。

「でも、そろそろ指じゃなくてこっちも食べてもらおうか」

「食べるって。なんかいやらしい言い方ですね」

「残念ながら俺はいやらしいんだ。そんな俺は嫌いか？」

「……好きです」

　むしろ求められるのがうれしい。

　彼を見つめた目線を下げていくと、そこにはバスローブを尖らせるほど膨らませている存在があった。

「俺をこんなにした責任をひまりにとってもらおう」

　バスローブの紐を解き、一気に裸体を晒す。その中心には彼の逸物が猛々しく屹立していた。

　目を逸らそうにも逸らせない。

「そんなにじっと見るな」

「だって……」

　ほどよく隆起した胸と鍛え上げられ割れた腹筋のせいか、卑猥よりはむしろ神々しくすらある。

　神聖なものに見えるのに、ひまりの泉はこぽりと蜜を溢れさせる矛盾。あれが自分の中を埋め尽くすのかと想像したからだ。

　尊は素早く避妊具を装着し、ひまりの足を大きく開かせ、腰を進める。たっぷりと潤った秘筒にずぶずぶとのめり込み、内襞をえぐった。

「やぁんっ、あぁ……！」

　指では決して得られない、刺激的な電流が体を突き抜ける。その余韻に浸る余裕もなく、勢いのいい抽送がはじまった。

「ンッ、ぁ……尊さ、ん……あっ、やん」

　律動で揺れる胸は奔放に揉み回され、ときに中心の尖りを指に摘ままれる。上から下から襲う快感にまみれ、最奥を突かれるたびに強烈な刺激が弾けて頭が白みそうになる。

「あぁ、堪んないな、ひまりの中は……。熱くてやけどしそうだ」

「尊さん……こそっ、あっつい……ハァ、んっ……」

　どちらの熱なのかわからないほど、繋がった部分からどろどろに溶けてどうにかなってしまいそう。

　休むことのない腰の動きは激しさを増し、ひまりを三度目の絶頂へと導いていく。

「たけ、るさ……いやっ、イッちゃう……ぁっ」

　あとはただ駆け上がるだけ。彼を奥まで感じて……。

　今まさに達するそのとき。

「ダーメ、まだイカせない」

　無情にも尊がぴたりと動きを止めた。

「いやっ、……どうして」

　発散する機会を奪われ、疼きだけが残った不満をついぶつける。

「ひまりがもっと乱れたところを見たいから」

「そんなっ」

　これ以上、どう乱れろというのか。

「尊さんのいじわる」

　恨めしさをたっぷり込めて彼を見つめる。

「イキたい？」

「……イキたいです」

　訴えかける瞳が潤み、声まで上ずった。

「素直でかわいいな。よし、とことんイクといい」

　なにを思ったのか、尊は繋がったままひまりの片足を持ち上げ、横向きにさせてひとまとめにする。

「えっ？　尊さん？」

「膝を突いてお尻を突き出して」

　そのままくるりと体を反転させられ、あっという間にバックの体勢になった。

「……恥ずかしい」

　濫りがわしい野性的な格好が官能の火に油を注ぐ。

「存分にイかしてあげるから」

「ぁ……」

　耳朶に唇を寄せて囁かれ、それだけで秘筒がきゅうっと締まる。

「声だけで締めつけるなんて、ひまりはやっぱりエッチだな」

「だってこんな体勢……」

「燃える？　俺はさっきから滾ってしょうがない。いくぞ」

　尊は腰をズンと突き、その奥でぐるりと回した。

「んっ……ン、あぁっ！」

　続けざまに奔放に腰を動かしはじめる。正常位とは違う角度で受ける刺激が新たな官能の熱を生み出し、リズミカルな動きと相まって快感が止まらない。

　腰を高くしているため、上から刺し込まれる感覚に胸が詰まって苦しくなる。休む間もなく打ち込まれる熱杭。それだけでも目の前がチカチカとしてくるのに、尊はさらに下腹部に手を伸ばし、神経の剥き出しになっている花芽を擦りはじめた。

「やああっ！　ンンッ、ダメェーっ」

　ベッドに押しつけられているせいで胸がシーツで擦れ、余計な刺激まで自分で生み出してしまう。神経をどこに向けても愉悦しかなく、体中が沸騰したようになる。

「尊さっ……もう、お願いっ……イカせてぇっ……あぁっ」

　ほかになにも考えられず、ただただ与えられる刺激に身悶え、陥落寸前。

「ひまっ……一緒にイクぞ……っ」

　尊の腰の動きが激しさを増していく。

「あぁっ、ぁ……もうほんとにダ、メ……ああ、あああああ！」

ビクビクと震える腰。ガクガクと揺れる膝が落ち、ベッドにぺしゃりと体が潰れた。

　それと同時にひまりの奥深く、尊自身も力強く爆ぜる。短い呻き声をあげ、彼からどくどくと飛沫が放たれるのを感じた。

　体を倒し、尊がひまりを背中から抱き込む。

　俺だけのモノ。

　そう言われているようで胸の奥がきゅうんと甘く疼く。同じリズムで呼吸を重ね、背中にある彼の体温が愛しくて堪らない。

「ひまり……」

　耳元で尊が吐息交じりに囁く。

「まだ足りない」

「……え？」

「もっとひまりが欲しい」

　ぬるんと彼のモノがひまりの体内から抜ける。

　肩越しに見たら、尊は自身にもう一度避妊具を装着しはじめた。たった今、放熱したばかりなのに、みるみるうちに力が漲っていく。薄い皮膜をまとう頃には凛々しい姿を取り戻していた。

　それを見て下腹部が熱くなる自分の貪欲さに驚きつつ、彼を再び迎え入れる悦びが胸を高鳴らせる。

　尊はひまりの体を反転させ、まだ余韻の残るぬかるみに硬く滾った熱をあてがった。

「ぁ……」

　つい先ほど彼の形を刻みつけられたばかりのそこは、容易く尊を飲み込んでいく。

　最奥まで到達すると、彼は腰をぐっと押しつけた。

「あんっ」

　もう一度彼を迎え入れたひまりの秘筒が蠢くのが自分でもわかる。欲していたのは尊だけではなく、ひまりもだ。

「すごいな、離すもんかって、ひまりの中が言ってるみたいだ」

「……はい、離したくないです」

　できることなら、このままずっと尊と繋がっていたい。

　彼とひとつになったまま一緒にいられたら……。そんな妄想を抱くほど、ひまりは尊に夢中だ。

　こんなにも幸せを感じられる日が来るなんて、破談になったときには思いもしなかった。

「尊さんが大好きだから」

　体の奥から湧き上がる感情が自然と口から零れる。

「そんなかわいいことを言われたら手加減ができなくなるだろ」

「いいです。めちゃくちゃにして」

　尊との境界線がなくなるほど抱き合って、いっそ溶け合ってしまいたい。

「ったく、ひまりは……」

　呆れたような口調なのに、声に明らかな熱を滲ませる。彼の瞳に獰猛な色が宿り、全身から放つ色香が、それまで以上に〝雄〟のものとなった。

「おいで」

　繋がったまま抱き起こされ、彼を跨ぐ格好で座らされる。

「ほんとにかわいくて堪んない」

　髪を撫でる手も、熱い眼差しもひまりを捉えて離さない。胸が疼くと同時に子宮が収縮する感じがした。

「なにもしてないのに締めるなんて、いやらしいな、ひまりは」

「そ、それは尊さんがいけないんですからっ。こんなふうにした責任を取ってください」

　つい挑発するような言い方をしたら、尊の目が好戦的になり……。

「お望みどおりに」

　下からズンとひまりを突き上げた。

「やっぁ」

　ひまり自身の体重がかかっているため、それまで届かなかった部分に尊の切っ先が当たり、なんともいえない痺れが広がっていく。

　それをもっと感じたくて、ひまりも腰を動かしはじめた。

　自分から求めるような真似は、一度もしたことがなかった。そうしなければいられないほど、尊を貪欲に求めていた。

　不慣れな体勢ながらも懸命に腰を揺らす。

「あぁ、ひまり、すごくいい」

　感じ入ったような声がひまりをさらに乱れさせる。

「……尊さんっ、あ、ん……ハァ……」

　尊はひまりの腰を片手で抱きながら、もう片方の手で胸の膨らみを鷲掴みにした。その先端に吸いつき、舌で転がされ、上から下から快楽が押し寄せる。ひまりが動くたびに艶めいた花芽が尊の恥骨のあたりに擦れ、嬌声が止まらない。

「っふぅ……あぁ、もうっ……尊さんっ、あ、あぁっ……」

　あとからあとから襲いかかる快感に髪を振り乱し、お互いの唇を貪る。本能がぶつかり合い、ふたりから発せられる芳醇な香りに目眩を起こしそう。しかしイクまでの決定打がなく、愉悦は一定の水準を保ったまま。

　それはそれで気持ちいいのだが、そのうち物足りなさを覚えはじめる。じわじわと溜まっていく快楽を発散させたくてもどかしい。

　そんなひまりの様子を察知した尊が、キスを解放して妖艶に微笑む。

「そろそろイキたいだろ」

「ん……イキたいです」

　答えるや否や、尊がひまりをベッドに横たえる。両足を大きく開かせ、彼女の両膝を掴んで腰を打ちつけだした。

「ああっ！　……すご、い……、んっハァ……！」

　自分で動くのとはわけが違う。尊のリズミカルな抽送は時折イレギュラーな動きでべつの角度を突き、奥をかき混ぜるような動きまで加わり、ひまりを絶頂へと導いていく。

「ひまり、締めすぎ、だっ……」

「だって、気持ちいいからぁっ……あん、もうイキたい、の……尊さんっ」

　なくなればいいのにと願った、尊との境界線が曖昧になっていく。甘くて、煮えたぎって、本当に体が溶けてしまいそうだ。

「ひまり、俺と結婚しよう」

　それは唐突なプロポーズだった。

「えっ、なにを……いきなり、ぁっ……」

「……ッ、俺も限界、だっ。ひまり、答えろ。結婚するよな？　頷くなら……イカしてやる。っく……」

「しますっ……しますから、ぁん……だからお願っ！」

　冷静に考える余裕などない。ただ、今は与えられる快楽を味わいきりたくて声を振り絞った。

　ひまりの答えに納得したのか、尊の抽送がスピードを増していく。

「も、ほんとに……尊さんっ、あぁイク、イッちゃう！」

「一緒にイこう。ひまりっ、愛してる」

「私も……尊さん、愛してま、す……あぁぁぁぁぁ！」

　背中が反り、体が弓なりになる。突っ張った足がシーツを掻き、そのうち力尽きてくたりとなった。

「愛してる、ひまりだけ……」

　恍惚とした意識の狭間でそれを聞きながら、ひまりは幸せの余韻に浸った。

　

　ベッドルームの障子から白く淡い光が差し込む。離れの庭にいるのだろうか、モズがキーキーと鳴く声が聞こえてきた。

　体に心地のいい重みを感じつつ、ゆっくり瞼を開けていく。ひまりは尊に後ろから抱きすくめられる状態で眠っていた。

　もぞもぞと体を反転させ、彼のほうを向く。

「……起きてたんですか？」

　尊はすでに目を開けていた。

「いや、俺も今。おはよう、ひまり」

「おはようございます」

　なんともいえず恥ずかしくて、あちらこちらへ視線が泳ぐ。

　昨夜は一度だけでは飽き足らず、当初彼が『覚悟しろ』と宣言していた通り、何度となく体を重ね、愛を囁き合い、濃密な時間を過ごした。

　お互いにまだ素肌のまま。足を絡め、くすぐったさに笑みが零れる。

「ひまり、なにか変わったところはない？」

「変わった、ところ？」

　体の状態を言っているのだろうか。激しく抱き合ったから、どこか痛くないかとかそういう話なのか。

「とくにはありませんが……？」

「ひまりは意外と鈍感なタイプか」

「尊さん、ひどい」

　敏感かと問われたら、そうだと胸は張れないけれど。

「だって気づかないんだろう？」

「気づかないって、……なにをですか？」

　まるでちんぷんかんぷん。出し抜けにお題を出されても頭の中は三点リーダーしか浮かばない。寝起きだから思考が働かないのもあるけれど、ヒントがなくてはお手上げだ。

　尊は困ったように眉尻を下げ、ひまりの左手を掴んだ。

　なにをするつもりだろうと目線を自分の手に移したら……。

「あ、えっ……？」

　昨夜までなかったものが、そこにある。

「やっとわかった？」

「ちょっと待ってくださいっ。これ……!!」

「それじゃ不満か？」

「や、そうじゃなくって」

　いきなり左手が重くなった気がする。

　ひまりの左薬指にセンターダイヤモンドのリングが煌めいていたのだ。

「返事なら昨夜、しっかりもらってる」

　たしかに尊は昨夜、プロポーズまがいの言葉を口にはしたが、あれは雰囲気を盛り上げるためのもの、ひまりを焦らすためのエッセンスではなかったのか。

「……本気だったんですか？」

「本気。昨日、ひまりのお義母様にも泣かせないと約束しただろう」

　あれもまた、あの場では言わざるを得ない挨拶の言葉だったはず。

「破談になったばかりで今すぐ結婚に気持ちが向かないのなら、ひまりがその気になるまで待つつもりだ。昨夜は無理やりイエスの返事をさせたからね」

　尊の真っすぐな眼差しが、ひまりの心をダイレクトに揺さぶる。

　ある日あるときを境に人生は一変することがある。

　恋人に裏切られて結婚がなくなったとき、これより最悪、最低な瞬間はないと途方に暮れたが、それはひまりが幸せになるためのスイッチだったのかもしれない。必要不可欠などん底。あの瞬間があったからこそ、今こうして尊という愛すべき人のそばで満ち足りた気持ちになれるのだろう。

「待つ必要はありません。ううん、待つなんて言わないでください。私、ずっと尊さんと一緒にいたいです」

「ひまり……愛してる」

「私も愛してます」

　腰を引き寄せられ、唇が重なる。密着する素肌は昨夜の熱をまだ覚えていて、キスの温度が上がるにつれて疼きだした。

「シャワーを浴びる前にもう一度抱きたい」

「でも朝食の時間が」

　というのは言い訳かもしれない。

「そんなのいくらだってずらせる。まずはひまりから食べたい」

「もうっ、尊さんのエッチ」

「覚悟しておけって言っただろう？　それにひまりだって本当はシたいんじゃないのか？」

「きゃっ」

　尊の指先が腿を割り、敏感な部分をくすぐる。観念する以外にないのは、ひまり自身が一番よくわかっていた。

「ほら、な？」

　早くも潤いを察知した尊は、意地悪っぽい目をしてひまりの唇を塞いだ。

　


ＥＮＤ









あとがき








　こんにちは、紅くれないカオルです。最後までお読みくださり、ありがとうございました。

　濃蜜ラブルージュさんでは三作目の作品になりますが、お楽しみいただけたでしょうか。

　

　今回の恋は、旅先のアバンチュールからはじまりましたが、それ以前からひまりに想いを寄せていた尊の大勝利と言っていいでしょう。

　彼氏持ちのひまりを一時は諦めたものの、思わぬチャンスが到来。新婚旅行の代役という普通ではありえない展開が訪れ、見事ひまりの心も体もゲットいたしました。

　真摯で一途な想いが報われ、作者自身もよかったねと言ってあげたいです。

　

　これまでいろいろな作品で何度か沖縄を登場させていますが、じつは一度も訪れたことがなく、執筆しながら常々指を咥えるばかり。近々行けるといいなと思いつつ、ネットサーフィンに勤しみました。

　いつか必ず……と目論んでいます。

　さて、次の舞台はどこにしようか……。

　

　またこのような機会を通して、みなさまにお会いできますように。

　ありがとうございました。






紅カオル
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